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第16号方形周溝募
1 黒掲色上 10¥'1（3/l 焦掲色のしまりある土洪掲色上ブロック(<f,5~20mm) 少旦 しまりあり 粘性ややあり
2 黒掲色土 10YR3/] 黙褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(</>2llllll) 微拭 しまりあり 粘性ややあり
3 黙褐色土 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄掲色上粒子(¢ l~5mm) （主流は¢ 1~2II皿） 中～多虻 炭化物フロック

(20mm角）微拭
4 褐灰色土 10YR4/ l 暗灰色のしまりある士 装掲色士粒子(<i>3mm) 多紐
5 暗褐灰色士 IOYR4/l 暗褐灰色のしまりある七黄掲色七プロック("1001111) 少祉 しまりあり 粘性ややあり
6 灰色土 lOYR3/l 灰色の粘性ある土土体 黄掲色土プロック(¢ 5~10mm) ・暗茶褐色士少批 屈上部に帯状に含む
7 黙褐色」こ IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土主（木 黄褐色土粒子（，り Imm) 少蟄炭化物プロンク (¢5lllru) 微凩 しまりあり

粘性ややあり
8 掲灰色土 IOYR4/l 茶褐色のしまりある上主体 媒褐色土粒子（い～2mm) 含む 炭化物（が 2mm) 少益
9 褐灰色土 lOYR4/l 暗灰色のしまりある士 黄掲色士粒子（<t>l~2rurn）少～中屈炭化物粒子("3皿）微拭 しまりあり

粘性ややあり
10 褐灰色七 lOYR4/1 暗灰色のしまりある土 (9屈と同じ） 黄褐色土粒子 (¢3llllll) 多巌 炭化物粒子 (¢3llIm)微品

しまりあり 粘性ややあり
l] 褐灰色土 lOYR4/l 9厨と同じ士でやや粘性のあるもの主体 青灰色土プロック("3~15mm) 含む 炭化物粒子 (¢3mlu) 微 •ik

しまり・粘性ややあり
12 灰英褐色土 2. 5Y4/2 貨掲色土ブロック主体灰黄褐色でしまりあり 粘性のある土含む 暗灰色土少屈（特に底部付近）
13 黒掲色:t. lOYR3/l 黒褐色に近い暗灰色の粘性のある土主体 青灰色士．ブロック(,t,10mm) 少屈 底部に帯状に混入

しまり ・粘性あり
14 黒褐色土 lOYR3/2 暗茶掲色のしまりある七主体黄褐色士粒子 (</,lllllll)少拭炭化物プロック (¢5皿）微鼓 しまりあり

粘性ややあり
15 掲灰色七 10YR4/l 茶褐色のしまりある土主体 黄掲色土粒子（＜bl~2Illlll) 斑に含む（15陪よりやや多め）に含む しまりあり

粘性ややあり
10YR5/1 黄褐灰色のしまりある七主体 やや粘性のある灰色七微格 しまりあり 粘性ややあり
!OYR3/2 II如茶褐色のしまりある士主体 黄褐色士粒子•(,t, l~5llllll）中～多量 しまりあり 粘性ややあり
I OYR3/1 灰色の粘性のある土主体黄褐色土プロック (¢5~10mm) 少床 しまりややあり 粘性あり
JOYR3/l 黄褐色士プロック (,b5~20mm以l一．）多批灰色のやや粘性のあるしまりある七少且 しまりあり 粘性ややあり
I OYR3/ l 黙褐色のしまりある土主体黄掲色土粒子 (¢Imm) 少は 炭化物ブロック (¢5Inm)微批 しまりあり

粘性ややあり
21 黒褐色土 l0YR3/l 黒褐色のしまりある土主体 黄掲色土粒子(<t>l~2nllll）含む
22 褐灰色土 JOYR5/l 黄灰褐色のしまり」填：（本 黄褐色上粒子(,t,l~5mm) （主流は¢ 1~2mm)中～多絨 しまりあり 粘性ややあり
23 慰掲色士 JOYR3/l 焦褐色のしまりある土主体 黄褐色上プロック(¢ 20mm) 少紐 黄褐色土粒子（が 2nlru) 含む

（マウンド側からの流れ込み上）
24 灰色土 IOYR3/l 灰色の粘性のある土主体黄褐色土プロック("5~10mm) 少屈 しまりややあり 粘性あり

.16 褐灰色士
17 黒褐色土
18 灰色士．
19 灰色＋．
20 黒褐色土
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第16号方形周溝墓（第33• 34図）

M~0 -33 • 34グリッドにかけて検出された。方

形周溝墓が検出された地点は、古墳時代後期の住居

跡などが激しく重複していたため、遺構の残存があ

まり良くなかった。重複していた遺構は、第344• 

346 • 34 7 • 350 • 352 • 355 • 358 • 359 • 360 • 362 • 

364 • 368 • 370 • 377 • 390号住居跡、第53号掘立柱建

物跡、第729号溝跡などであった。新旧関係は、重複

する全ての遺構の中で、本遺構が一番古かった。調

査は、各周溝に対して SDの通し番号を付して行っ

た。本周溝墓の調査時の各周溝の旧番号は、東溝が

S D770、北溝がSD771、西溝がSD772、南溝がS

D773である。

本周溝墓に隣接して 2基の方形周溝墓が構築され

ていた。西には第15号方形周溝墓、南西には第17号

方形周溝墓が位置し、それらの方形周溝墓との重複

は認められなかった。 3基の方形周溝墓の構築順は、

出土土器などから第15号方形周溝墓→第16号方形周

溝墓→第17号方形周溝墓と考えられる。第17号方形

局溝墓は、本周溝墓の南溝を意識して避けているた

¥ ¥ ¥ ¥ 

一--一

10cm 
1:4 

めに、コーナ一部が僅かに歪んだ形状をしていた。

規模は、南北13.38m、東西12.71mであった。平面

形態は正方形で、四隅が切れるタイプの周溝墓であ

った。長軸方向は、 N-20° -Wであった。西側に

位置するやや小型の第15号方形周溝墓とは、四隅が

切れる同じ形態をすることや、ほぼ長軸方向が一致

することから、ほほ同時期で、一つの群を構成して

いたものと考えられる。

周溝の規模は、東溝が長さ9.54m、幅1.01~1.30m、

深さが0.25~0.58mであった。 4本の周溝の中では、

一番長く、深さがあるものであった。遺物は、周溝

の中央部から壺、南端部からは吉ヶ谷式の甕が出土

している。

北溝は、長さ9.50m、幅1.22~1.54m、深さが0.12~

0.63mで、東側は土坑状に一段やや深く掘り込まれて

いた。

西溝は、長さ8.62m、幅1.27~1.63m、深さが0.11~

0.71mで、底面には溝状の浅い落ち込みが認められた。

南溝は、長さ8.46m、幅1.00~1.30m、深さが0.22~

0.53mで、東溝と比較すると、長辺が直線的ではなく、

心こグ4
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周溝の形状がややいびつであった。

周溝の長さは、東と北溝が約9.5mと長く、西と南

溝が8.5m前後で lmほど短い形態をしていた。壁面

の立ち上がりは、方台部側が外辺に比べ傾斜がきつ

くなっていた。底面はほほ平坦に掘削されていた。

周溝の埋没過程を観察した結果、 24層などのように

方台部側からの流れ込みが確認されたが、さほど多

くの量が堆積しておらず、周溝の深度も深くないこ

とから、盛り土があったとしても低いものであった

と推測される。

方台部は、南北10.47m、東西9.95mで、南北が僅か

に長い正方形であった。方台部上は、古墳時代後期

の重複が著しかったため、マウンドや埋葬施設など

を検出することはできなかった。

遺物は、後世の遺構に掘削されていたせいか、出

土量は多くなかった。

出土遺物は、第35図に示した。 1は、東溝から出

土した壺胴部片である。頸部より上と底部を欠損す

る。肩部には単節LR縄文が 3段にわたって施文さ

れた後に、 1条の細い沈線を巡らせる。調整は、内

外面ともにヘラナデである。肩部内面には指頭によ

るナデが認められる。 2は、東溝の南端部から出土

した吉ヶ谷式の甕である。外面の輪積み痕は、ほと

んど退化しており、縄文も施文されていない。口縁

端部には細かい刻み目が施される。底部は薄く作ら

れており、径 1cmほどが欠損している。器種が甕で

はあるが、出土した遺構の性格から、焼成後に穿孔

された可能性も考えられる。内外面ともに煤が付着

する。 3は、北溝から出土した台付甕の胴部下半で

ある。 4は、西溝から出土した、平底の甕底部片で

ある。底部外面に指頭圧痕が認められる。外面は僅

かに煤けている。 5は、西溝から出土した甕の底部

である。 6は、西溝から出土した高坪である。内外

面ともに赤彩が施される。 7は、第368号住居跡より

出土したものであるが、本来は本周溝墓に伴うもの

と考えられる。複合口縁をもつ壺で、両端にやや粗

い刻み目が施される。

-45-

第17号方形周溝墓（第36• 37図）

N-34、0 • P -34 • 35グリッドにかけて検出さ

れた。東側は調査区域外に延びていたため、全体を

調査することができなかった。第340• 348 • 361 • 

366 • 373 • 374 • 379 • 390号住居跡、第764• 766 • 767 

号溝跡などと重複が著しかった。新旧関係は、本遺

構がそれらの全ての遺構より古かった。調査時の旧

番号は、北溝がSD769、西溝がSD787、南溝がS

D788である。

第16• 18号方形周溝墓と近接しており、第18号方

形周溝墓の北溝とは僅かに重複していた。隣接する

方形周溝墓の中で、本周溝墓が一番時期の新しいも

のである。周溝は、先に構築された第16• 18号方形

周溝墓の周溝を避けて、幅を狭くし、北西コーナー

部のようにやや歪みをもち、前からある周溝墓を意

識して掘削されていた。第18号方形周溝墓との重複

を観察するために設けた土層断面 (A-A') では、

第18号方形周溝墓の周溝が完全に埋没した後に、本

周溝墓の周溝が掘削されていることがわかる。

規模は、南北12.65m、東西14.30m以上で、平面形

態は東西がやや長い正方形をしていた。長軸方向は、

N-67° -Eであった。

周溝の規模は、幅0.72~1.30m、深さが0.66~1.22m

で、周溝は全周しているものと思われる。周溝壁面

の立ち上がりは、内外とも緩やかに立ち上がってい

た。各周溝とも第12号方形周溝墓同様に深く掘り込

まれ、底面は平坦であった。

北溝には溝中土坑と考えられる、 一段と深い掘り

込みが確認された。溝中土坑の東側は、階段状に周

溝底面が掘削されていた。そのため、北東コーナー

部の深さは、他の部分と比べ少し浅くなっていた。

この土坑からは、大型の壺が 3点、士甘 2点などの遺

物がまとまって出土している。第38図2の壺は、底

面に蓋をした逆位の状態で出士しており、中に 6の

増が入っていた。 2の壺は、内面と割れ口に朱の痕

が残ることから、意図的に土坑内に据え置かれた可

能性が高い。深度が深く湧水があったため、詳細な
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第17号方形周溝邸

1 暗掲色土 IOYl!3/3 黄掲色上粒子(</JI~3rnIn)均等に少笙 しまりあり 粘性ややあり

2 暗褐色土 !OYR3/3 黄褐色士をプロック状に多誠 しまりあり 粘性ややあり

3 焦掲色土 IOYR3/2 黄褐色士粒子（い～5IIIIn）少抵 しまりあり 粘性ややあり

4 黒褐色士 IOYR3/l 黄褐色士粒子(~ I~2rulll） ・宵灰色シルト(,t,l~2皿n) 均等に少巌 しまりあり 粘性ややあり

5 果褐色土 IOYR3/l 黄掲色土粒子(¢ l~5mm) 多紐 しまり ・粘性あり

6 黒褐色:Jc !OYR3/l 黄褐色上粒子(¢ I~]0mm) 多屈 しまりあり 粘性ややあり

7 青黒色土 IOBG2/l 粘筏土青灰色シルト（い～10mm) 多批 しまりあり 粘性強い

8 行黒色土 lOBG2/l 粘質土甘＇灰色シルト (¢!~10皿l) 多茄 しまりあり 粘性強い

9 青黒色土 !OBG2/1 粘質士青灰色シルト(¢ 1~10mm)少品 しまりあり 粘性強い

10 黒掲色土 IOYl!3/2 黄褐色土粒子（い～10mm) 多泣 しまりあり 粘性ややあり

ll 暗青灰色土 l0BG4/ I 粘質土者灰色シルト (</>!~10mm) 多枇 しまりあり 粘性強い

12 Ii灰色上 IOBG5/ l 粘質土青灰色シルト (</,I~2mm)微拭 しまりあり 粘性強い

13 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒子(~ l~2mul)均等に含む焼土粒子(¢ I~5[UIn） ・炭化物粒子(¢ l~511!lu)微品 しまりあり 粘性ややあり

]4 黒褐色士 IOYR3/l 黄褐色士粒子 (</>lruru) ・炭化物粒子(,J,l~3rullI）少枯焼土粒子(¢ I~2nllll) 微舟 しまりあり 粘性ややあり

］5 黙褐色--I・. 10YR3/] 黄褐色上 （い～2nlru) 均等に少屈 しまりあり 粘性ややあり

16 オリープ黒色土 7. 5Y3/! 黄褐色土 (</>!~5mm) ・緑灰色土（い～5mru) 均等に多批 しまり・粘性あり

17 オリ ープ煤色土 7. 5Y3/l 粘質土緑灰色士(,J,l~loruul）少散 しまりあり 粘性強い

]8 黒色土 7. 5Y2/] 粘質士緑灰色士(¢ 1~5mm)少菌 しまりあり 粘性強い

]9 暗緑灰色土 7. 5GY3/ I 粘質土蒜灰色砂（,t,1~IOnIIII)プロック状に多煤 しまりややあり 粘性あり

20 黒灰色土 2. 5Y3/] 黒灰色のしまりある土主体 黄褐色士粒子 (¢lrum）少品 しまりあり 粘性なし

21 黙灰色上 2. 5Y3/l I)晋＋炭化物（棒状0.5cmrl1 XI~2cm長）斑に含む しまりあり 粘性なし

22 暗灰褐色土 2. 5Y4/] 暗褐灰色のやや粘性のある士主体 黄褐色土粒子(q,!~5mm) ・青褐灰色土粒子 (</Jl~5rnlll）小～中品しまりあり 粘性ややあり

23 オリープ褐灰色士 5Y3/2 オリープ掲灰色のやや粘性のある上少呆 青灰色土粒子(¢ 2~10mm) 多拮 しまりあり 粘性ややあり

24 黒褐色七 IOYR3/2 黄褐色：t：プロック(,:,10~20mm) 均等に含む しまりあり 粘性ややあり

25 黒褐色土 IOYR3/2 黄掲色上粒子(<J,l~5mm)含む青灰色シルト (</>I~3mm)少品 しまりあり 粘性ややあり

26 暗青灰色土 IOBG3/l 黄掲色土粒子(,J,l~5mm) ・育灰色シルト（ sり1~5皿l)均等に少蔽 しまり ・粘性あり

27 青黒色土 ］OBG2/] 粘質士青灰色シルト (,:,1~2mm) 少菰 しまりあり 粘性強い

28 青黒色土 IOBG2/l 黄掲色上脊灰色シルト (</,!~3mm) 多堡 炭化物粒子 (¢ I~2runl) 多凪 しまり・粘性あり

29 暗青灰色士 JOBG4/] 粘質土 黄褐色土 ・胃灰色シルト(fl~3llllll) 多屈 しまりあり 粘性強い

30 J'i黒色土 ］OBG2/I 粘質土青灰色シルト（い～2mm) 含む しまりあり 粘性強い

3］ 青黒色」: JOBG2/l 粘質土宵灰色シルト(fl~loruul)含む しまり・粘性あり

32 脊黒色士 IOBG!. 7/1 粘質土脊灰色シルト (¢l~5mm) l社に含む しまりあり 粘性強い
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調査をすることができなかったため、骨片等の微細

な遺物を確認することはできなかった。そのため、

墓坑であったのか、あるいは儀礼的な行為を行った

のかの判断が難しい。

方台部は、南北10.15m、東西11.40mで、ほぽ正方

形をしていた。方台部上には、マウンドや埋葬施設

を確認することができなかった。

遺物は、北溝から多量に出土している。南溝から

も小型の完形の用などが出土している。

出土遺物は、第38図に示した。 1は、頸部から上

を欠損する壺である。内外面ともに摩滅が著しく調

整は不明である。 2の壺は、内面と割れ口に朱の痕

跡を残す。割れ口が摩滅していることから、 二次的

に再利用したものと考えられる。 3は、外面に赤彩

を施す大型の壺胴部である。 6~ 8は、地である。

6は、 2の壺に納められた状態で出土した。完形で、

体部内面には微量に朱が付着している。 7は、外面

と口縁部内面に赤彩が施される。 8は、器面全体に

赤彩が施され、 二次的な火熱を受けている可能性が

ある。 9~15は、壺の破片である。11は、吉ヶ谷式

で、外面には明瞭な輪積み痕はみられない。12• 

13 • 15は同一個体の可能性がある。

第18号方形周溝塞 （第39• 40図）

0 • P -35 • 36グリッドにかけての谷への落ち際

で検出された。第366• 375 • 384号住居跡、第740号

土坑、第767号溝跡と重複しており、本遺構の方が古

かった。調査時の旧番号は SD785である。

第17号方形周溝墓の南溝と非常に近接しており、

北溝で僅かに重複が認められた。第17号方形周溝墓

の南溝が他の周溝と比べ、本遺構の辺りだけ幅が狭

くなり、やや歪んでいた。それらのことから、本遣

構の方が古く、第17号方形周溝墓が本遺構を避けて

構築したことが判明した。また、通しで設定した土

層断面 (A-A') からは、本周溝墓が完全に埋没し

た後に、第17号方形周溝墓の周溝が掘削されたこと

がわかった。
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規模は、南北6.20m、東西7.00mで、平面形態は正

方形をしていた。今回検出された方形周溝墓の中で

は一番小型であった。長軸方向は、 N-76°-Eで

あった。

周溝の規模は、幅0.35~0.80m、深さが0.30~0.42m

で、周溝が全周していた。周溝壁面の立ち上がりは、

内外とも緩やかに立ち上がり、底面は丸みをもって

いた。

方台部は、南北5.05m、東西5.95mで、ほぼ正方形

をしていた。方台部上には、マウンドや埋葬施設を

確認することができなかった。

遺物は、北溝と南溝に集中して出土した。北溝で

は、ほぽ中央に完形の壺と均、器台の脚部、壺口縁

部片などが出土した。壺はその出土状況から、方台

部より周溝に転落したものと考えられる。南溝では、

コーナー付近に小破片になった遺物が集中して出土

している。底面から覆土上層にかけて多量の土器が

出土しており、儀礼的行為が行われた可能性が考え

られる。コーナ一部から出土した遺物は完形に復元

されるものがなく、土器の破片も細かく割れている

ため、意図的に割られたものが廃棄されたものと考

えられる。出土した土器は、壺、甕が多く見られる。

出土遺物は、第41図に示した。 1は、完形の壺で、

胴部中位に 2cm大の焼成後の穿孔が認められる。幅

の狭い口縁部には、 2本一単位の棒状浮文が 4箇所

に貼付される。頸部には突帯が巡る。調整は、内外

面ともにヘラミガキである。 3の壺は、頸部に刻み

目を施した突帯が巡る。 4は、内湾する壺の口縁部

と考えたが、小型の裔杯である可能性もある。 6~

8、16~18は吉ヶ谷式の甕である。 6は、単節RL

縄文、他の 5点は単節LR縄文が口縁部から胴部に

かけて施文される。12は、台付甕の脚部で、調整は

ナデである。13は、器台の脚部で、円孔が 3箇所に

認められる。14の小型のi廿は、外面と口縁部内面に

赤彩が施される。15は、口が大きく開く大形の堵で、

完形である。口縁部外面と内面には、丁寧なヘラミ

ガキ調整が施され、底部外面には黒斑が認められる。
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第19号方形周溝墓 （第42図）

0 -30グリ ッドで検出された。大半が調査区域外

に延びていたため、全体を調査することができなか

った。第696• 703 • 706 • 718号溝跡、第679号土坑と

重複し、新旧関係はそれらの全ての遺構が周溝墓よ

り新しかった。調査時の旧番号は SD714である。

SK679 , ~ 

SR19 

C 17.0m c' 

域

外

検出された範囲での規模は、南北8.15m、東西3.45

mで、平面形態は隅の丸い方形を呈していると考え

られる。周溝の規模は、幅1.02~1.76m、深さ0.19~

0.36mで、溝が全周するタイプと推測される。

方台部は、南北2.07m、東西0.51mであった。

遺物は、図示できるものが出土しなかった。
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第19号方形周溝募

］ 褐灰色土 IOYR5/l 灰白色粘七粒子(,t,1~2mm)斑

2 褐灰色士 IOYR,l/1 灰白色粘士プロック (¢2~3mm)少批

3 褐灰色士 IOYR4/l 黄灰色粘土プロック (¢2~3uun)多星

4 掲灰色士 IOYR5/ I 灰白色粘土プロック(¢ 1~2uun)少紐

5 掲灰色上 IOYH4/] 灰白色粘土プロック (</,I~2111111)少坦

4屈より明るい

6 黒掲色土 ］OYR3/I 黄灰色粘士プロック (¢2~3mm)多最

2m 
＇ 1:., 

第42図 第19号方形周溝墓
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第 3表 方形周溝墓出土遺物観察表（1)

挿図番号遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版
18 1 SR 11 土師器 g 一 16.4 28.0 7.5 完形 石英砂粒白粒 普通 淡黄 焼成後穿孔、赤彩 59-1 
18 2 SR 11 土師器

盆一 16.6 18.1 6.5 ほぼ完形 雲片角石英赤粒 良好 にぶい橙 単飾LR、木葉痕、赤彩 59-2 
18 3 SR 11 土師器 壺 9.8 15.2 4.3 完形 砂粒白粒 良好 淡黄 59-3 
18 4 SR 11 土師器 壺 [1.5] 7.5 底部 石英砂粒白粒 普通 淡黄
18 5 SR 11 土師器 壺 [4.5] 5.6 底部 石英砂粒白粒 普通 灰白 黒斑
18 6 SR 11 土師器 壺 [6.9] 23.0 底部1/3石英砂粒白粒 普通 淡黄
18 7 SR 11 土師器 壺 [8.1] 胴部2/3石英砂粒小礫 普通 浅黄橙 赤彩
18 8 SR 1 1 土師器 甕 (10.0) [7.0] 口縁1/2長石石英砂粒白粒 普通 淡黄
18 ， SR 11 土師器 甕 (10.4) [8.0] 1/5 石英砂粒白粒 普通 灰白 黒斑
18 10 SR 11 土師器 台付甕 10.0 [11.3] 1/2 石英砂粒白粒 普通 淡黄 59-4 
18 11 SR 11 土師器 台付甕 [4.3] (6.4) 脚部4/5石英砂粒白粒 普通 淡黄
18 12 SR 11 土師器 台付甕 [4.7] 8.4 脚部 石英砂粒白粒 普通 橙
18 13 SR 11 土師器 甕 [4.3] 4.4 底部 長石石英砂粒 普通 浅黄
18 14 SR 11 土師器 鉢 (22.6) [5.6] 口縁1/4石英砂粒白粒 普通 淡黄
18 15 SR 11 土師器 高杯 19.8 13.0 11.8 ほぼ完形 砂粒白粒 普通 淡黄 円孔4 59-5 
18 16 SR 11 土師器 器台 8.0 7.9 10.4 完形 砂粒白粒 普通 浅黄橙 円孔6 59-6 
18 17 SR 11 土師器 器台 8.7 9.0 9.1 ほぼ完形 長石石英砂粒白粒 普通 浅黄橙 円孔6、赤彩 60-1 
18 18 SR 11 土師器 器台 8.4 9.2 12.0 完形 石英砂粒白粒 普通 淡黄 円孔6、赤彩 60-2 
25 1 SR 12 鉄製品 刀子 幅1.0~0.6背幅0.2長さ[3.6]柄部破片 マウンド 130-1 
28 1 SR 12 土師器 空ー 17.3 [25.0] 9.0 3/4 砂粒白粒 普通 淡黄 黒斑 60-3 
28 2 SR 12 土師器 空上 10.4 破片 片砂粒白粒小礫 普通 黒褐
28 3 SR 12 土師器 宰て [5.5] (6.6) 底部 石英砂粒赤粒白粒 普通 淡黄 黒斑
28 4 SR 12 土師器 宰ギ [5.3] (11.0) 底部1/5砂粒白粒 普通 橙
28 5 SR 12 土師器 宰-L [9.7] 6.0 底部1/3砂粒白粒 普通 橙 60-4 
28 6 SR 12 土師器 空ギ [22.2] 22.0 底部 石英砂粒白粒 普通 橙 焼成前穿孔 60-5 
28 7 SR 12 土師器 小型壺 (7.4) 8.8 3.3 4/5 角石英砂粒白粒 良好 橙 61-1 
28 8 SR 12 土師器 台付甕 9.2 10.3 (6.4) ほぽ完形 石英砂粒白粒 普通 灰白 煤付着 61-2 
28 ， SR 12 土師器 台付甕 [8.6] (9.0) 脚部3/4雲砂粒白粒 良好 灰白 煤付着 61-3 
28 10 SR 12 土師器 高坪 [4.8] 破片 砂粒白粒 普通 灰白 1孔残存
28 11 SR 12 土師器 堪 10.2 7.2 2.2 ほぽ完形 雲長石石英砂粒白粒 良好 浅黄 赤彩、黒斑 61-4 
28 12 SR 12 土師器 堪 11.6 5.1 2.3 ほぽ完形 雲角長石石英砂粒白粒 良好 淡黄橙 黒斑 61-5 
29 13 SR 12 須恵器 杯蓋 (14.0) [2.9] 口縁破片 砂粒白粒 良好 灰白
29 14 SR 12 灰釉陶器 長頸瓶 (6.4) [6.8] 口縁3/5砂粒黒粒 良好 灰白
29 15 SR 12 須恵器 甕 24.0 [3.9] 口縁破片 赤粒 良好 灰 湖西産 121-2 
29 16 SR 12 土師器 塊 12.6 6.1 ほぽ完形 長石砂粒白粒 普通 淡黄 赤彩 61-6 
29 17 SR 12 土師器 塊 13.0 5.7 ほぽ完形 砂粒赤粒白粒 普通 淡黄 赤彩 61-7 
29 18 SR 12 土師器 塊 12.4 6.6 完形 長石石英砂粒白粒 普通 淡黄 赤彩 62-1 
29 19 SR 12 土師器 坪 (15.0) [5.1] 1/2 砂粒赤粒白粒 普通 淡黄 赤彩、模倣杯
29 20 SR 12 土師器 鉢 11.4 8.3 ほぼ完形 石英砂粒白粒 良好 淡黄橙 赤彩 62-2 
29 21 SR 12 土師器 高杯 (19.6) [6.5] 杯部3/4長石石英砂粒赤粒白粒 普通 淡黄橙
29 22 SR 12 土師器 高坪 [9.1] 脚部 長石砂粒白粒 普通 淡黄 赤彩
29 23 SR 12 土師器 高坪 [9.5] (12.4) 脚部3/5角石英砂粒白粒 良好 淡黄橙
29 24 SR 12 土師器 鉢 (13.0) [13.9] (7.0) 2/5 長石砂粒白粒 普通 浅黄 黒斑 62-3 
29 25 SR 12 石製品 臼玉 径1.4長さ06重さ16 4/5 滑石
29 26 SR 12 石製模遥品 剣形品 幅3」長さ5.6厚さ0.5璽さ12.6ほぽ完形 滑石 127-2 
29 27 SR 12 石製模遥品 剣形品 幅2.5長さ2.6厚さ0.4重さ5.2 3/4 滑石 127-2 
31 1 SR 15 土師器 壺 (11.3) 23.4 (6.6) 2/5 雲片角赤粒 良好 にぶい褐 赤彩？単節RL 62-4 
31 2 SR 15 土師器 宮—丘 (12.6) [7.3] 口縁破片 石英砂粒黒粒 普通 灰白 赤彩
31 3 SR 15 土師器 台付甕 [4.9] 胴部破片 砂粒白粒 普通 浅黄
31 4 SR 15 土師器 甕 破片 砂粒白粒 普通 褐灰 単節RL
35 1 SR 16 土師器 宰て [17.8] 1/4 雲片長石砂粒白粒 普通 浅黄 単節RL、黒斑 62-5 
35 2 SR 16 土師器 甕 (14.8) [20.9] 6.8 1/3 雲角砂粒白粒 普通 橙 焼成後穿孔？煤付着 62-6 
35 3 SR 16 土師器 台付甕 [ 4.2] 破片 砂粒白粒 普通 橙
35 4 SR 16 土師器 甕 [2.2] (7.0) 破片 砂粒白粒 普通 黄橙 煤付着
35 5 SR 16 上師器 甕 [1.8] (9.0) 破片 砂粒白粒 普通 褐灰
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第 4表 方形周溝墓出土遺物観察表 （2)

挿団番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

35 6 SR 16 土師器 高坪 (12.0) [8.4] 1/4 砂粒白粒 普通 浅黄橙 赤彩

35 7 SR 16 土師器 空-L 口縁破片 雲片石英赤粒白粒 良好 にぶい橙

38 1 SR 17 土師器 空-L [23.5] 9.0 4/5 角石英砂粒赤粒白粒 普通 浅黄橙 黒斑 63-1 

38 2 SR 17 土師器 空-L [14.8] 7.6 2/5 角砂粒白粒黒粒 普通 浅黄橙 朱付着 63-2 

38 3 SR 17 土師器 宰ギ [18.5] 10.0 1/2 雲角砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 赤彩、黒斑、木葉痕 63-3 

38 4 SR 17 土師器 g・ g [2.7] 8.4 底部 砂粒赤粒 良好 黄橙

38 5 SR 17 土師器 甕 [3.4] 5.6 底部 長石砂粒白粒 普通 浅黄

38 6 SR 17 土師器 埒 9.2 6.0 3.3 完形 石英砂粒白粒 良好 淡黄 朱微量付着 634 

38 7 SR 17 土師器 柑 10.0 7.8 2.3 ほぽ完形 長石砂粒白粒 普通 淡黄 赤彩 63-5 

38 8 SR 17 土師器 均 14.4 [6.2] 1/2 石英砂粒白粒 普通 浅黄橙 赤彩 63-6 

38 ， SR 17 土師器 宰ギ [2.6] 破片 長石石英砂粒白粒 普通 灰 単節LR

38 10 SR 17 土師器 壺 口縁破片 砂粒白粒 普通 橙 単節LR

38 11 SR 17 土師器 壺 口縁破片 長石砂粒 普通 浅黄橙 赤彩

38 12 SR 17 土師器 壺 破片 長石砂粒白粒 普通 淡黄 単節LR

38 13 SR 17 土師器 宮士 破片 石英砂粒白粒 普通 黄橙 単節LR

38 14 SR 17 土師器 壺 胴部破片 片長石石英砂粒 普通 淡黄 単節LR

38 15 SR 17 土師器 壺 破片 長石石英砂粒 普通 淡黄 単節LR、赤彩

41 1 SR 18 土師器 壺 16.1 21.4 5.4 ほぽ完形 砂粒白粒 小礫 良好 浅黄橙 焼成後の穿孔、黒斑 64-1 

41 2 SR 18 土師器 壺 07.0) [3.9] 破片 角石英砂粒白粒 良好 浅黄橙

41 3 SR 18 土師器 壺 [3.2] 破片 石英砂粒白粒 良好 浅黄橙

41 4 SR 18 土師器 壺？ 12.2 [4.3] 口縁3/4石英砂粒赤粒白粒 普通 浅黄橙

41 5 SR 18 土師器 壺 [8.2] 胴部破片 角砂粒白粒 普通 淡黄

41 6 SR 18 土師器 甕 (1 5.4) [8.4] 口縁1/4長石石英砂粒白粒 普通 褐灰 単節LR、煤付着

41 7 SR 18 士師器 甕 胴部 角石英赤粒 良好 灰黄褐 単節LR多条

41 8 SR 18 土師器 甕 [6.0] 4.8 底部 角砂粒白粒 普通 橙 煤付着、単節LR 64-2 

41 ， SR 18 土師器 甕 [2.8] 6.4 底部 長石石英砂粒白粒 良好 淡黄 煤付着

41 10 SR 18 土師器 甕 [5.2] 4.6 底部 角長石砂粒赤粒白粒 普通 浅黄橙 64-3 

41 11 SR 18 土師器 甕 [8.8] 7.6 底部3/4石英砂粒 普通 浅黄橙 煤付着 64-4 

41 12 SR 18 土師器 台付甕 [5.5] 9.2 台部1/2角石英砂粒赤粒白粒 普通 橙

41 13 SR 18 土師器 器台 [6.4] 8.8 1/2 雲砂粒白粒 良好 淡黄 円孔3 64-5 

41 14 SR 18 土師器 柑 (9.6) [5.3] 1/5 砂粒白粒 普通 浅黄橙 赤彩

41 15 SR 18 土師器 柑 16.8 6.5 3.9 完形 雲角砂粒白粒 普通 黄橙 黒斑 64-6 

41 16 SR 18 土師器 甕 口縁破片 雲石英 普通 にぶい橙 単節LR

41 17 SR 18 土師器 甕 口縁破片 雲砂粒赤粒 普通 にぶい橙 単節LR

41 18 SR 18 土師器 甕 破片 石英砂粒白粒 普通 橙 単節LR
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第43図 住居跡全体図 （1)
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第44図 住居跡全体図（2)
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2 ■ 竪穴住居跡

今回報告する調査区内からは住居跡98軒を検出し

た。調査区中央に東西方向に延びる大きな谷が入り

込んでおり、地形が北と南に大きく分断されていた。

調査区北側の第 4次調査では、住居跡が重複するこ

となく点在し、地形が東に向かって低くなっていく

ことから、集落の縁辺にあたると考えられる。谷部

南側では、奈良•平安時代の遺構は全く検出されず、

古墳時代前期から後期にかけての集落が東側に展開

することが予測される。

今回の調査区内からは弥生時代の住居跡は検出さ

れなかった。

古墳時代前期の住居跡は、谷部北側では第343号住

居跡の 1軒、南側では第394• 400 • 403 • 407~411 • 

417 • 423号住居跡の10軒である。

谷部北側で検出された住居跡は、第 4次調査で検

出された集落の東限となり、第343号住居跡の東側に

は当該期の住居跡や井戸跡などは検出されなかった。

調査区東側は同時期の方形周溝墓が連綿と築造され

る墓域となっている。古墳時代前期の集落は第 4次

調査では検出されておらず、集落の中心域は第 5次

調査区の範囲になる。

谷部南側では、谷地形に沿った標高のやや低い地

点に住居跡が重複して検出された。この時期の遺構

は、古墳時代後期以降の遺構に壊されていることが

多く、遺構の残りが悪く、全体を検出できたものは

僅かであった。全体がわかるものとしては第400号住

居跡があり、コーナ一部に設けられた貯蔵穴を囲む

間仕切り溝が検出されている。第407• 408号住居跡、

第409• 410号住居跡はそれぞれ拡張された可能性も

考えられる。出土遺物は、全体的な量は少ないが、

吉ヶ谷式の土器片が多く認められる。また、 S字状

口縁台付甕が第400号住居跡から 2個体、第417号住

居跡から 1個体出土している。

古墳時代中期と考えられる住居跡は、第331号住居

跡の 1軒が谷部北側で検出された。本遺跡において、

遺構の密度が薄くなる時期である。

-58-

検出された住居跡の大半は古墳時代後期に属する

ものである。谷部の南北ともに遺構の重複が著しく、

出土遺物については混在している可能性もある。

カマドは北向きに設置されるものが多くみられ、

次いで東や西向きとなり、南向きのものは第359• 

360 • 402号住居跡など僅かであった。灰層が確認で

きたものが少なく、袖も被熱を受け硬化したものが

少なかったことから、使用期間が短期間であったこ

とが伺える。第404号住居跡では、カマド袖の補強材

として円筒埴輪片が転用されていた。

建て替え、拡張を行ったと考えられる住居跡は、

第333号住居跡、第340号住居跡、第345• 353号住居

跡、第347• 355号住居跡、第368号住居跡があり、谷

部北側に集中していた。

第346号住居跡は、南東隅に排水のためと考えられ

る第767号溝跡が付帯する可能性がある。溝跡は、全

長約16mの浅い溝跡で、南東端は谷部に繋がってい

た。住居跡の周囲に浅い周溝を巡らせる遺構が第

2 • 3次調査で11軒程度が検出されているが、本住

居跡と同様の可能性がある遺構は第13• 37号住居跡

などのように検出例が少ない。

奈良時代の住居跡は、谷部北側で第324• 325 • 

326 • 330 • 334号住居跡の 5軒が検出された。第338

号住居跡も鉄製の鮫具が出土していることから、奈

良時代以降の可能性が高い。 3軒が北にカマドを設

け、第334号住居跡だけが西向きであった。南側は谷

部に至るため、今回検出された住居跡は、第 2~4 

次調査で検出された集落の南限となる。遺物は、南

比企産の須恵器坪が多くみられる。

平安時代の住居跡は、第357号住居跡の 1軒が谷部

北側で検出された。谷部への落ち際で検出された、

残りが悪い住居跡であった。カマドの可能性が考え

られる掘り込みが検出されたことから住居跡と判断

したが、谷部北側で検出された当該期の住居跡が本

遺構だけとなることもあり、本遺構は住居跡でない

可能性が高い。



第324号住居跡 （第45図）

K-28グリッドで検出された。第326号住居跡、第

668 • 670 • 672号溝跡と重複していた。遺構の切り合

い関係は、第668号溝跡よりも古く、第326号住居跡、

第670• 672号溝跡との関係は把握できなかった。

平面形態は、やや西側が広がった方形をしていた。
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規模は、東西4.6m、南北5.0mであった。埋土はたい

へん浅く 1層で、確認面から床面までの深さは 4cm 

であった。主軸方向は、 N-2° -Wであった。

カマドは北壁やや東寄りに設けられていた。第668

号溝跡に切られており、埋土の残りは少なかった。

煙道部の長さは推定で59cmであった。燃焼部は楕円
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第324号住居跡

l 謀褐色土 ］OYR3/2 黙掲色のしまりのある士主体 褐色土粒子(¢ lului)含

む しまりあり 粘性なし

2 褐灰色土 10YR4/l 黄也色土プロック(¢ 10~20川［n) 含む 褐色土粒子(¢

21Illfl)多拭 しまりあり 粘性なし

3 黙掲色土 IOYl13/] 黒褐色のしまりのある土主体 英褐色土プロック (~5
皿,)少贔 しまりあり 粘性なし

カマド

4 灰黄掲色土 ］OYR4/2 褐色土粒子 (¢2lllllI) 多絨 黄褐色土ブロック(¢ 10~ 

15mm) 含む焼土粒子•(~ 5rum) 少品 しま りあり 粘

性あり

5 黒褐色土 10YR3/] 暗灰色のしまりのある土主体 褐色土粒子（が2mrn) 多

蔽 しまりあり 粘性なし

6 黒褐色七 10YR3/l 褐色士粒子 (¢2mm)含む しまりあり 粘性なし

ピット］ ～4・6 

7 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色土ブロック(Q5Ulln) ・掲色土粒子（が2rnm)含む

しまりあり 粘性なし

8 掲灰色土 10YR4/] 黄褐色土プロック (¢3nl川）少址褐色土粒子•(</) 2ruru) 

多品 しまりあり 粘性なし

9 褐灰色土 10Yll4/l 粘性のある暗灰色土主体 黄褐色土プロック(<I>5 

nun)少贅褐色土粒子（,;2,mn) 含む しまりやや

あり 粘性あり（柱痕）

JO 黙掲色：I: 10YR3/] 黄掲色．＿J::粒子 (¢3llun） ・掲色士粒子（が2mm)含む

しまりあり 粘性ややあり

II 掲灰色土 !OYR4/I 焼土粒子(&5,mn)含む しまりあり 粘性なし

12 褐灰色土 10YR4/ l 粘性のある暗灰色土主体 黄褐色土プロック(<f,5 

mm) 少凩炭化物微最 しまりややあり 粘性あり

13 黒褐色土 ］OYR3/l 粘性のある暗灰色士主体 しまりなし 粘性あり

ピット 5・7

14 灰黄褐色土 IOYR4/2 しまりのある黒褐色土 焼土粒子((/,3mm)含む

しまりあり 粘性なし

l5 黒色土 l OYR2/J灰と焼土のI昌 焼土粒子（が3~7mm)含む灰多菌

しまり ・粘性なし

16 褐灰色土 ］OYR4/I 暗灰色のしまりのある土主体 装褐色土プロック

(</, 7nun)少品 しまりあり 粘性ややあり

第45図第324号住居跡
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形に掘り込まれており、規模は77x 58cm、床面から

の掘り込みの深さは14cmであった。灰や炭化物の堆

積はみられず、あまり焼けていなかった。

壁溝は、南壁の一部で確認できなかったが、全周

していたと考えられる。掘り込みは浅く、幅12~26

cm、深さが 2~7 cmであった。

ピットは 7本を検出した。そのうち、 P1 • 2 • 

3 • 4 • 6には、土層断面で柱材の痕跡がみられ、 P

1~4が主柱穴と考えられる。P5 • 7には灰と焼土

(15層）が堆積していた。ピットの深さは、 Plから

順に37cm、34cm、46cm、30cm、13cm、61cm、14cmで

あった。

遺物は少なく、破片が埋土中から出土している。

出土遺物は、土師器杯、須恵器杯を第46図に示した。

1は、p7から出土した、北武蔵型の土師器杯であ

る。 2は、土師器皿で、壁溝内から出土した。 3は、

南比企産の須恵器杯の底部片である。

こ ー／こ

＼ ／。
第46図 第324号住居跡出土遺物

第325号住居跡 （第47• 48図）

10cm 
1 : 4 

K -30 • 31グリッドにかけて検出された。第664

(674) • 681 • 682 • 683号溝跡、第674号土坑、第 7

号円形周溝状遺構と重複していた。遺構の切り合い

関係は、第664(674)号溝跡、第674号土坑より新し

かった。第681• 682 • 683号溝跡、第 7号円形周溝状

遺構との関係は把握できなかった。

西側は調査区域外にかかっていたが、平面形態は

正方形に近くなると推定される。規模は、南北4.9m、

東西は4.3mまで検出された。確認面から床面までの

深さは15cmである。主軸方向は、 N-12° -Wであ

った。

-60 -

カマドは北壁に構築されていた。煙道、袖は検出

されなかった。燃焼部は南北108cm、東西93cmの不整

楕円形を呈していた。床面からの掘り込みの深さは

10cmであった。灰層の堆積はなく、全体的にあまり

焼けていなかった。

壁溝は全周していたものと考えられる。掘り込み

は明瞭で、幅12~40cm、深さ 9~13cmであった。ま

た、東壁の近くでは南北方向に壁に並行して走る浅

い溝が検出されたが、性格は不明である。

ピットはわずかな掘り込みのものも含め、 13本を

検出した。このうち、柱痕の有無や配置から、pI. 

2 • 3 • 4が主柱穴と考えられる。ピットの深さは、

Plカヽ ら順に 8cm、52cm、40cm、34cm、 9 cm、 5 cm、

8 cm、27cm、28cm、45cm、18cm、10cm、12cmであっ

た。主柱穴以外のピットは、柱痕が確認できたもの

もあるが、深さは浅いものが多く、その性格につい

ては不明である。

掘り方の平面図は、第48図に掲載した。床面が全

体的に深くなり、小さなピット上の掘りこみが多数

検出された。

出土遺物の量は多いものの、接合率は低い。須恵

器杯・蓋、土師器坪．甕などの土器片が出土してい

る。また、埋土上層から石製模造品が、下層から管

玉が出土している。

出土遺物は、第49図に示した。 1~3 • 7は須恵

器、 4~6 • 8~11が土師器である。 1は、蓋であ

る。 2 • 3は坪で、底部にはヘラケズリが認められ

る。 I• 3は、胎土に白色針状物質が含まれている

ことから、南比企産である。 4~ 6は坪で、 4 • 5 

が北武蔵型のものである。 7は甕の口縁部片で、波

状文が施される。 8~11は、甕の口縁部と底部片で

ある。12• 13は剣形の石製模造品である。 2点とも

滑石製である。14は、 長さ1.9cmの、完形の管玉であ

る。15は、掘り 方から出土した鉄鏃の鏃身部破片で

ある。16• 17は、滑石製の臼玉である。
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第325号住居跡
1 黒褐色土 10YR3/l 焼土粒子（い～3mm)少枇北側では豚さ 10mmほど

の炭化物肘 しまりあり 粘性ややあり

2 黒褐色土 IOYR3/! ローム粒子(,t,!~5mm) ・焼土粒子（い～211皿）少

屈 しまりあり 粘性ややあり

3 にぶい黄掲色士 IOYR4/3 ロームプロック(,t,10~20mm) ・焼士粒子(¢ l~5 

,run) 少笙 しまり・粘性ややあり

4 黙掲色土 IOYR3/l ローム拉子（い～5幽） ・炭化物粒子(,t,l~3mm)

少埜 しまり・粘性ややあり

5 灰黄褐色土 IOYR4/2 ロームブロック(</,10~5011w1) ・焼士粒子 (</,I~5

19101）少呈 しまり・粘性ややあり

6 祟褐色士 10YR3/1 粘質土I呂 しまり弱い粘性強い

7 黒褐色士 IOYR3/1 ロームプロック(</>10~20mm) 少昼 しまりあり

粘性ややあり

8 黙色土 !OYR2/l 焼士．粒子(,t,1~5mm) 少拡 しまり ・粘性ややあり

カマド
9 累褐色士 IOYR3/2 ローム粒子 (¢1~21D111） ・焼士粒子 (</,I~5111111) ・

炭化物粒子少栞 しまり ・粘性ややあり

IO 黒褐色上 !OYR3/2 ローム粒子(,t,l~3DIru） ・焼上粒子（り Inun)少鼠

しまりややあり 粘性あり
ll 灰黄褐色士 IOYR4/2 ローム粒子(¢ 1~ •10mm) 少巖 しまりややあり

粘性あり

12 謀褐色土 IOYR3/I ローム粒子 (</>5~10暉）少菌 しまりややあり

粘性あり
i3 熱色土 7. 5Yln. 7/1 炭化物層 しまり弱い粘性なし

ピット l

］4. 黒褐色土 I OYR3/1 口＿ムプロック（い～10Illlll)少倣 焼士粒子

(~ l~2mm)微蘇 しまりあり 粘性ややあり

15 にぶい披褐色士 10YR5/4 ロームプロック主体 しまり・粘性あり

ピット 2

16 祟褐色土

17 黒褐色士

ピット 3

18 黒褐色」；
19 黒褐色土

20 黒掲色七
ピット 4

21 焦褐色土
22 巣褐色土
ピット 5

23 黒褐色土

24 黒褐色土

!OYR3/l ローム粒子(¢ I~10mm) ・焼士粒千(¢ 1~5 

mm) 少品炭化物粒子 (•I~3mm) 微菰 し

まりあり 粘性弱い

10YR3/2 ロームプロック(¢ I~10111111) 含む 焼土プロ

ック(¢ 5mm) ・炭化物粒了 (¢3mm)微批

しまりあり 粘性ややあり

!OYR3/2 ロームブロック多姑 しまり ・粘性あり

!OYR3/l ローム粒子(,t,I~2mm) 少批 しまりあり

粘性強い
10YR3/l ロームプロック微歓 しまりあり 粘性強い

10YR3/2 ロームプロック多猷 しまり ・粘性あり

IOYR3/I ロームプロック微星 しまりあり 粘性強い

JOYR3/1 暗灰色の灰少品 焼土粒子(</>5~10mm) 含む

しまり・粘性ややあり
IOYR3/2 暗茶掲色の粘性のある土主体黄褐色士プロ

ック(</,10mm) 含む

第47図 第325号住居跡 （1)
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ピット 6
25 黙褐色：f:: lOYR3/l 暗灰色の灰少は焼土粒子 (</,5~10mm) 含む しまり

・粘性ややあり
ピット 7

26 躾褐色士． !OYR3/1 暗灰色の灰少屈焼士粒子(<P5~10皿）含む しまり
・粘性ややあり 焼土粒子(,p2mru) 少蔽

ピット 8・9
27 褐灰色上 10¥'R4/] 暗灰色粘殴上主体 鈴掲色土プロック(<P5~!01mn)少拭

しまりあり 粘性あり
※P 9 は焼土粒子•(<P 3~7mru) を含む

28 掲灰色土 ］OYRヽ］／］ 暗灰色粘質土主体 しまりなし粘性あり
29 黒色土 IOYR2/! 灰荊 しまり ・粘性なし
30 l禁掲色土 ］OYR3/I 灰色の粘賀土主体褐色土粒子(</,2mm) 多且 しまりあ

り 粘性ややあり
ピット l.0

31 黒褐色土． 10YR3/] 暗灰色の粘性のある土主体 焼：ヒ粒子(</>10111111) 含む
炭化物微品 しまりややあり 粘性あり

32 褐灰色土 ］OYR4/] 暗灰色の粘性のある土と黄褐色土プロック(cl>!Orum) を
ほぼ同快含む しまりなし粘性あり（柱痕）

33 掲灰色：l: !OYR5/] 暗灰色の粘性のある士と黄褐色土プロック(cl>JO~20mm) 
を2:3の割合で含む しまりあり 粘性ややあり

34 掲灰色士 10YR1/l II背灰色の粘性のある土と黄褐色土プロック(</>20~ 
30瓢）をほぽ同翡含む 褐色土粒子（が2nun)含む
しまりあり 粘性ややあり

ピット II
35 果掲色．I:: IOYR3/l 灰色の粘質上主体姐1：粒子(</>3111111)微駄 しまり

あり 粘性ややあり
36 巣掲色土 ］OYR3/] 灰色の粘質土主体褐色上粒子(</>2uun) 多蘇 しま

りあり 粘性ややあり
ピット12
37 黙褐色士 10YR3/l 灰色の粘質士主体焼士拉子(<I>3n1Ill)微拭 しまり

あり 粘性ややあり
38 灰黄褐色土 ］0＼「R4/2 黄褐色土プロック(<t,10~15IUm) 多品灰色の粘質

土少:1il: しまりややあり 粘性あり
ピッ ト13
39 黒掲色土 10YR3/] 暗灰色の灰少杖焼土粒子(<I>5~10mm) 含む しま

りややあり 粘性ややあり
40 灰黄掲色土 lOYIM/2 地ll.Iの士多屈暗灰色の粘性のある士微品 しまり

ややあり 粘性ややあり
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第49図 第325号住居跡出土遺物

第326号住居跡 （第50図）

K • L -28グリッドにかけて検出された。第324号

住居跡、第680• 697 • 725号溝跡と重複していた。遺

構の切り合い関係は、第697号溝跡よりも古く、第

324号住居跡、第680• 725号溝跡との関係は把握でき

なかった。

平面形態は、やや歪みのある方形をしていた。規

模は、東北ー西南5.5m、南東ー北西5.3mであった。

確認面から床面までの深さは10~23cmであった。北

東壁を基準とした傾きは、 N-47°-Eであった。

地震による噴砂の影響か、床面が明瞭ではなかっ

た。南東部は周囲の床面より 一段低くなっていた。

網掛けで示した範囲の底面には、薄い灰層 (6層）

の拡がりが検出された。

ピットは 6本を検出した。配置が不規則であり、

深さも 一定していなかったことから、主柱穴である

可能性は低く、性格は不明である。ピットの深さは、

Plから順に13cm、47cm、24cm、43cm、38cm、28cmで

あった。覆土は、 P1 • 3とP2 • 4~ 6がそれぞれ

共通していた。

カマドや壁溝などの施設は検出されなかった。

遺物は少なく、おもに南東部の落ち込みから出土

している。出土遺物には、須恵器杯、土師器杯、紡

錘車などがある。

第51図 1~12・14・15は須恵器、 13が土師器であ

る。 1~11は、坪である。 1• 2 • 4~ 7は、底部

全面にヘラケズリが認められる。 3• 9は、底部中

央に糸切り痕が残り、周辺のみヘラケズリを施して

いる。 8・10・11は、底部が欠損しているため不明

である。12は、高台付塊である。 1~12の須恵器の

中で 6を除く 11点の須恵器には、胎土に白色針状物

質が含まれている。13は、土師器杯である。14は、

高台が付く甕の底部片と思われる。15は、聡の胴部

片である。中位に 2条の浅い沈線が巡り、間に波状

文が施されている。16は、石製の紡錘車である。

なお、本住居跡はカマドが検出されなかったこと

や、床面の状態などから、住居跡ではない可能性も

ある。
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第326号住居跡 ビット］..3 

1 褐灰色土 IOYR4/] 褐色士粒子(¢ 3mm)多姑 しまりあり 粘性なし 8 黒褐色士 lOYR:l/1 暗灰色のしまりのある土主体 数褐色七粒子（が 3~5

2 褐灰色士 10YR4/l 褐色土粒子(</>2~4mm)含む 黄褐色士プロック mm) 少掻褐色士粒子(</>2mm) 含む しまりあり
(¢ 10~20"Inl）少餓焼土粒子 ・炭化物 (¢3"n) 微 粘性ややあり
屈 しまりあり 粘性なし ピット 2・4~6 

3 灰炭褐色土 IOYR4/2 鼓褐色土プロック (¢IO~30mm) 多旦 褐色土粒子 9 灰黄褐色土 IOYR5/2 しまりある灰色上主体 娯褐色土プロyク (~5~20
(¢ 2mm) 含む しまりあり 粘性なし mm) 少巌 (P5は含む） 掲色土粒f (¢2IIlJll）含む

4 黒褐色士 10YR3/ l 焼土粒子 (</>3~5呻） ・褐色土粒子(<t,2mm)含む しまりあり 粘性なし
炭化物少品 しまりあり 粘性なし ※P4は炭化物微試

5 掲灰色上 IOYR4/l 黄褐色土プロック(~ 10~30mm) 含む褐色上粒子 10 掲灰色土 IOYR4/l 掲色土粒子(~ 2mm)含む焼上粒子 (¢3mln) 微俵
(¢2nIII) 多拡 しまりあり 粘性なし しまりあり 粘性ややあり

6 黒色土 10YR2/l 暗灰褐色の土少駄 しまり ・粘性なし（灰陪） II 黒褐色土 JOYR3/l 暗灰色の粘性の強い土主体 しまりなし 粘性あり
7 掲灰色土 IOYR'1/I 粘性のある灰色土少依掲色土粒子 (¢2IIIIn)少凩

しまりあり 粘性ややあり

第50図 第326号住居跡
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第51図 第326号住居跡出土遺物

第327号住居跡 （第52図）

L -31グリ ッドで検出された。第690号溝跡に切ら

れていた。大半が調査区域外にかかるため、形状は

不明であった。北西壁の一部が、東北ー西南1.5mに

わたって検出された。北西壁を東西基準とした傾き

はN-29°-Wであった。

壁から煙道状に延びる掘り込みは、長さ80cm、幅

40cm、深さ20cmであった。カマドの可能性は薄い。

出土遺物はわずかで、 須恵器と土師器の小破片が

数点のみである。

本住居跡もまた、住居跡ではない可能性がある。

なお、第 5次調査において南側を調査したが、本遺

構に続くと思われる遺構は検出されなかった。

SD678 ー
＜
 

， 
B1um B 

冒
第327号住居跡

1 黒褐色士 IOYR3/2 地山ブロック（い～40皿） ・マンガン多品

焼土プロック微虻炭化物少拭

2 黒褐色::t 2. 5Y3/J 地山プロック(~ I~30mm) ・マンガン含む

2m  
1., 

第52図第327号住居跡
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第328号住居跡 （第53図）

N-31グリッドで検出された。第724号溝跡に切ら

れていた。

大半が調査区域外にかかり、検出されたのは北壁

の一部のみであり、その形状や規模など全容は不明

であった。検出された範囲は、 東西1.3m、南北1.8m

であった。埋土は浅 く、確認面から床面までの深さ

は8cmであった。北壁を東西基準とした傾きはN-

2 ° -Eであった。

ピットは 4基検出された。いずれも浅く、性格は

不明である。ピットの深さはPlから順に 7cm、6cm、

25cm、16cmであった。

出土遺物はわずかである。図示 したのは土師器壺

の破片である。

なお、 第 5次調査において南側を調査 したが、本

住居跡の続きは検出されなかった。

＜
 

2m  
1:OO 

10cm 
1:9 

第53図 第328号住居跡・出土遺物
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第330号住居跡
1 にぶい黄褐色土 JOYR,J/3 酸化鉄粒子(¢ l~2nln) 多量 炭化物粒子(¢ l~2nlru) 

少昼 白色微粒子 (¢o・ lmm)微最
2 褐灰色士 IOYRS/1 酸化鉄粒子(<t,I~2mm) 多屈 白色微粒子 (</>O.I nun) ・炭化

物粒子 (<t,1~2rnrn)微拭黄掲色土ブロック(</>2~5lllDl) 含む
土器片入

3 褐灰色士 IOYR3/1 酸化鉄粒子 （い～2mm)多品 白色微粒子(<t,O.1mm)微品
装褐色上プロック(<f>2~5IIIDI)含む

カマド

4 褐色土

5 褐灰色土

Bよ£9m
16 

：屯．15¥{ ; 10 

、 .....

ピット 1
_B' 6 掲灰色士

ピット 2
7 褐灰色土

10YR4/4 酸化鉄(¢ 5mm) 多祉黄色土プロック (¢5~]0mm)含む
炭化物プロック(¢ 5mm)少偕 白色微粒子(<f,0. 1mm) 微菌

lOYIM/] 粘土質酸化鉄（ ¢0.2llllll) 多岳炭化物プロック(<f,10mm) 
少蔀

IOYR5/] 黄褐色土プロック(<t,5~]0mm)・酸化鉄粒子(<t,l~2nlul) 多藷

IOYR4/J 黄掲色土ブロック(<f,10mm) ・酸化鉄粒子(<f,J~2mm) 少世
土器片入

13 17 14 

2m  ， 
1:60 

第54図第330号住居跡
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第330号住居跡（第54図）

N-32グリッドで検出された。南側を第339号住居

跡、第731号溝跡と重複し、本遺構が新しかった。

規模は、南北3.0m、東西3.3m、深さが0.23mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

100 -wであった。

覆土は、 3層からなる自然堆積であった。

カマドは、住居跡北壁のコーナー寄りに検出され

た。袖は検出することができず、煙道部と焚き口部

が確認できた。煙道部は、壁外に延び、長さ56cm、

幅28cm、深さが 5cmであった。

N-

ロニー／
こ―~1

こえ ＼ 

こ 乙。

壁溝は、

~20cm、深さが4~6 cmであった。

ピットは 2本を検出した。Plは30x13cm、P2は

30x 16cmであった。

主柱穴である可能性は薄いと考えられる。

遺物は、住居跡の西寄りにまとまって出土してい

る。第55図 2の須恵器杯は、底部が全面ヘラケズリ

である。

カマドを除く範囲で全周しており、幅 9

ピットは、位置や深さなどから、

3 • 5の須恵器坪は、糸切り離し後に底部

周辺のみヘラケズリを施している。

比企産、 13• 14は末野産である。土師器の坪は、北

武蔵型のものが多く認められる。

□ 3 

ロ J)11 

1 ~4 • 6は南
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第55図 第330号住居跡出土遺物
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第331号住居跡 （第56図）

0 -32グリッドで検出された。東側は調査開始前

に設定した排水溝により東壁の一部が壊されていた。

規模は、南北2.5m、東西2.3m、深さが0.22mで、

平面形態はやや歪んだ方形をしていた。主軸方位は、

N-1l° -Wであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

A~.Bm 

田| 

、¥¥

1, 

11 ,-A・ ' 

SJ331 ~ 11¥ 

1 "1{ 1 1 I11 排水溝

I 
l 

＼ 

よ

犀

A' 

排
水
溝

2
 

カマド、柱穴、貯蔵穴などは検出できなかった。

壁溝は、東壁の中央部から南東コーナ一部に巡っ

ており、幅14~21cm、深さが 3~7 cmであった。

遺物は、東壁際から 1 • 2の土師器碗、南壁際で

3 • 4の土師器甕が出土している。第56図 1の碗の

内面は、放射状の丁寧な暗文が施される。 1• 2と

も内外面に赤彩が施される。

2m  
ヽ

1:60 

第331号住居跡
1 黒褐色こI:: !OYR2/2 黄褐色」：粒子 (¢I~21run)微蔽部分的にプロック

もみられる
2 慇色土 !OYRI. 7/l 黄褐色土(¢ I~5mm)少煎炭(¢ I~2Inrn)微依

しまり ・粘性あり

＼ 巴 10cm 
l :4 

第56図 第331号住居跡 ・出土遺物

第332号住居跡 （第57図）

N • 0 -33グリッドにかけて検出された。第333• 

367号住居跡、第400号井戸跡、第690号土坑と重複し

ていた。新旧関係は、第367号住居跡より新しく、他

の遺構より本遺構が古かった。

規模は、南北3.7m、東西3.7m、深さが0.12mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

27° -wであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。

カマドや貯蔵穴は検出できなかった。

壁溝は、幅 8~24cm、深さが 6~13cmで、全周し

ていたものと思われる。

ピッ トは13本を検出できたが、浅いものが多く、

性格は不明である。Plはzgx19cm、P2は25x 16cm、

P3は19x 16cm、P4は31X27cm、P5は36X27cm、P

6は37X11cm、P7は37X3lcm、P8は25X19cm、P9 

は22X3lcm、P10は21x 13cm、Pllは25X17cm、Pl2は

34X23cm、Pl3は32X2lcmであった。

遺物は、床面からやや浮いた位置で土師器片が多

量に出土している。小破片が多く、図示できるもの

が少なかった。
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第332号住居跡
1 暗灰褐色土 I OYR3/ l 暗媒灰色のしまりある土主体 炭化物粒子（が2ru田） ． 

焼十粒子 （が2mm) ・黄褐色七粒子(</>2Dllll)少祉
しまりあり 粘性なし

2 褐灰色士 IOYR1/l 2 //,iより忠っぽい土（暗褐灰色）でしまりある土主体

しまりあり 粘性なし
3 褐灰色土 10YR4/2 褐灰色のしまりある土主体 黄褐色上ブロック(</>10~ 

15mn1)少足 しまりあり 粘性なし

4 褐灰色土 ］0YR4/] 暗灰色のやや粘性のある土主体 黄褐灰色土粒子(</>2 

~3111叫しまりあり 粘性ややあり

ピット 1~3  ・13 

5 暗茶掲色土 10YR3/l 暗茶褐色のしまりある上 黄褐色土粒子（り8mm) ・し

まりあり 粘性ややあり
ピット 4・5

6 黒掲色土 10YR3/1 黒っぽい暗灰色のしまりある士 炭化物粒子(¢ 2mm) 

・ 焼士粒子•(</> 2mm)含む 黄褐色士粒子(</>5mm) 微仕

しまりあり 粘性ややあり
7 黒褪色士 !OYR3/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色士プロック(4>JO~30mm) 

斑に含む しまりあり 粘性なし

8 黒褐色士 10YR3/1 黒っぽい暗灰色のしまりある士 (6屈と同じ士） しまり

あり 粘性ややあり

ピット 6
9 掲灰色土 lOYR1/l 暗褐灰色のしまりある土 黄褐色士プロック(</110mm)少

～中昼 しまりあり 粘性なし

ピッ ト7・8
10 褐灰色士 JOYIM/1 暗褐灰色のしまりある士 黄褐色士プロック (¢20~30mm)

少堡炭化物粒子(¢ 2mm) ・焼土粒子 (¢2mm)微拮 し

まりあり 粘性ややあり
ll 灰黄掲色土 l0YR4h 灰黄褐色のしまりある土 黄褐色士プロック (¢10~301run)

多駄炭化物粒子 (¢2mw) ・焼士粒子(¢ 21run)少駄 し

まりあり 粘性なし
l2 黒褐色土 ］OYR3/1 黒褐色粘貨上 炭化物粒子 (¢2urn)少菌 しまりややあ

り 粘性強い

ピット ll・12
13 黒褐色士 lOYR3/1 黒っぽい暗灰色のしまりある士 黄褐色士粒子 (¢5皿）

斑に含む しまりあり 粘性なし

13'13煕十焼士 (¢2~3IIllll)微韮

2m 
160 

ロニ
、/

10cm 
l:4 

第57図 第332号住居跡・出土遺物
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第333号住居跡

1 暗褐灰色土

2 暗黒灰色士

3 褐灰色土
4 褐灰色士

5 暗掲灰色土
カマド

JOYR3/l 暗褐灰色のしまりある士主体黄褐色士プロック(~ 15~20mm)少拭焼士粒子 ・炭化物粒子微試 しまりあり 粘性なし 士師器片含む

10YR4/l 1屈より黒っぽい暗掲灰色のしまりある士主体 焼土粒子・炭化物粒子含む (1屁より多い）しまりあり 粘性なし

!OYR4/l 暗灰色のしまりある土主体焼土粒子(~ 5mm)少菌 しまりあり 粘性なし （カマド天井部崩落後の流入土）

!OYR4/l 1 屑と同じ土主体黄褐色土プロック(~ 20~30mm) 中～多星 しまりあり 粘性なし

10YR3/l 1層と同じ土主体特に混入物はみられない しまりあり 粘性なし

6 灰陪 2. 5Y3/l 暗灰色の灰主体黒茶灰色の士少拭 しまりあり 粘性なし

7 黒褐色土 10YR3/l 黒褐色のしまりある土主体焼土ブロック (¢10~30mm)斑に含む しまりあり 粘性なし （カマド天井部崩落土）

8 掲灰色土 ］OYR4/l 暗褐灰色のしまりある土主体焼土ブロック(<I>5~20mm)多量 暗灰色の灰斑に含む しまりあり 粘性なし

8'基本的には 8層と同じ 焼土ブロックは含まず

9 黄褐灰色土 ］OYRS/2 床の色と同じ士（黄褐灰色のしまりある土）主体 黄褐色士プロック(</>lOmn1)多拡 しまりあり 粘性なし （カマド袖残存部）

ピット 1~4  ・13 

l0 褐灰色士 10YR4/] 暗褐灰色のしまりある土主体 黄褐色土プロック (¢5rnrn)少盤焼土粒子 (¢3rnrn)微祉 しまりあり 粘性なし (P3は青褐灰色土ブロック）

ll 暗茶褐灰色土 2. 5Y4/l 暗茶掲灰色の粘性のややある土主体 炭化物粒子(<I>2皿） ・焼土粒子 (¢3lurn)微屈 ※P 1 • 4のみ含まれる 英褐色土プロック(<I>5~10mm) 

少～中最 しまりあり 粘性ややあり (P3は青褐灰色士プロック）

]2 褐灰色土 lOYRS/] 褐灰色のしまりある士主体 黄掲色士プロック(</>20~30rnrn) 多拭炭化物粒子 (¢3rnrn) 微祉 しまりあり 粘性ややあり (P 3は青褐灰色

土プロック）

13 褐灰色土 10YR4/] 暗褐灰色の粘性のややある土主体 黄褐色土ブロック (¢3rnrn）少俵 しまり・粘性ややあり ※黄褐色土ブロックが12思よりも極端に少ない

14 褐灰色土 ］OYR4/l 暗褐灰色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(<I>3~5rnrn）少最 焼土粒子(</>3mm) ・炭化物粒子(</>2mm)微最

15 暗茶褐灰色土 2. 5Y4/l 暗茶褐灰色の粘性のややある士主体 焼士プロック(</>10~30mm) ・炭化物粒子(<t>l~511m1)少址 黄掲色士ブロック(<I>5~IODIIII) 中～多駄

16 褐灰色士 lOYRS/1 掲灰色のしまりある土主体 黄掲色士プロック(</>50mm) 多址焼土粒子 (¢3lllill)微拭

ピット 5• 7 • 10・ 12 

17 暗黄灰色土 2. 5Y4/] 暗黄灰色のしまりある土主体黄褐色土プロック(<I>JO~15mm) 斑に含む しまりあり 粘性なし

ピット 6
18 黒褐色土
ピット 8・9
19 黒褐色士
ピット 11
20 黒褐色土

21 褐灰色土
22 黒褐色士
ピット 14

10YR3/l 黒褐色のしまりある士主体焼士粒子(</,3~5mm) ・炭化物粒子(</l3mm) 斑に含む 暗黒灰色の灰少拭 しまりあり 粘性なし

10YR3/l 暗灰色の粘性のややある土主体黄掲色土粒子（が5~10mm) 少聾 しまりあり 粘性ややあり

10YR3/l 暗灰色のやや粘性のある土主体 焼土粒子（が 2~5mm)少屈

10YR4/l 暗褐灰色のやや粘性のある士主体 黄褐色士プロック($lOmm) 中～多址 しまり ・粘性ややあり

IOYR3/l 暗灰色の粘性のある土主体青褐灰色土粒子 ($5~10mm) 少盤 しまりなし粘性あり

23 暗茶掲灰色土 ］OYR4/2 暗茶褐灰色のしまりある土主体 焼土粒子(<I>2~10DIIU) 少～中舟 炭化物粒子(<t,3mm)微最 賀褐色士粒子（が2~3DIIU)陪上部に斑に含む

しまり ・粘性あり

24 黒褐色士
25 褐灰色士
ピット15

10YR3/] 暗灰色のやや粘性のある士主体黄褐色土粒子 (¢5~10mm) 斑に含む しまりあり 粘性ややあり

!OYR4/] 主体となる土は3陪と同じ黄褐色土ブロ；；ク(</>10~20mm)多菌 しまりあり 粘性なし

26 黒褐色土

27 掲灰色土
ピット 16・17 

28 黒褐色土

!OYR3/J 黒褐色のしまりある土主体焼土粒子(¢ Sllllll) 微呈 しまりあり 粘性なし

10YR5/l 褐灰色のやや粘性のある士主体 黄褐色士粒子(¢ 5mm) ・灰褐色士粒子(¢ 5mn,) 多拭 しまりあり 粘性ややあり

10YR3/l 黒っぽい暗灰色の粘性のあるシルト質上主体 焼土 ・炭化物少嚢 しまり・粘性ややあり

第59図 第333号住居跡（2)

第333号住居跡（第58~60図）

〇-33グリッドで検出された。第332• 367号住居

跡、第692土坑、第752• 779号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第332• 367号住居跡より新しく、第692

号土坑より古かった。南北で重複している第752• 

779号溝跡との切り合いは不明である。

内側に壁溝が巡り、柱穴が外に向けて掘り直され

ていたことから、本住居跡は拡張されたものと考え

られる。

拡張前の住居跡の規模は、南北4.3m、東西4.3m、

深さが0.26~0.30mで、平面形態は正方形をしていた。

壁溝は、西壁の中央部と北東コーナ一部を除いた

範囲に巡っていた。幅15~28cm、深さが 2~10cmで

あった。

拡張後の住居跡の規模は、南北5.0m、東西5.lm、

深さが0.06~0.14mで、平面形態は正方形をしていた。

主軸方位はN-2° -Wであった。

覆土は、 5層からなる自然堆積で、きれいなレン

ズ状堆積を示していた。

-71-

カマドは、住居跡北壁の中央で検出された。袖は

作り付けで、ほとんど火熱を受けていなかったため、

不明瞭であった。燃焼部の規模は、南北56cm、東西

50cmであった。床面とほぼ同じ高さで、明確な掘り

込みはみられなかったが、先端部には支脚を埋め込

んだと見られる小ピットを確認した。煙道部は、壁

外に大きく延び、立ち上がりは後世のピットにより

壊されていた。規模は、長さ49cm以上、幅30cm、深

さがllcmであった。覆土の 7層は、天井部が崩落し

た層である。

拡張後の住居跡には、壁溝は巡らされていなかっ

た。

貯蔵穴は、その位置からP9の可能性が考えられる。

規模は、長軸59cm、短軸42cm、深さが13cmであった。

しかし、深さが浅いこともあり、貯蔵穴として機能

していたかは疑わしい。

ピットは16本を検出した。位置や覆土の状況から、

p 1~ 4が主柱穴と考えられる。Plは57x34cm、P

2は54X46cm、P3は47x 50cm、P4が51x 34cmであ



った。それぞれのピットには太さ約10~25cmの柱材

の痕跡を確認することができた。

他のピットは浅く小規模なものが多く、性格は不

明である。P5は57x 33cm、P6は24x 14cm、P7は

38 x 12cm、P8は52x 5 cm、Pl0は38x 17cm、Pllは

37 x 32cm、Pl2は26x 7 cm、Pl3は29x 18cm、Pl4は

37 x 31cm、Pl5は28x 15cm、Pl6は53x 16cm、Pl7は

44X27cmであった。

遺物は、カマドの周辺にまとまって土師器片が多

量に出土した。南壁寄りの覆土上層からは、第61図

15の石製紡錘車が出土している。また、図示はでき

なかったが、底部に手持ちヘラケズリを施す須恵器

杯片が出土している。

第61図 1~4は、北武蔵型の土師器杯である 。

5 • 6は、有段口縁の土師器杯で、 5は内外面に黒

色処理が施される。7~12は、土師器の甕である。10

は、口縁端部に浅い沈線が巡る。11は、口縁部内外

面に赤彩が施される。14は、土師器杯底部片で、底

面には粗いヘラケズリを施す。16• 17は石製模造品

の臼玉である。17は、カマド左袖の近くから出土し

ている。18は、棒状の鉄製品である。両端を欠損し

ているため、用途が不明である。19は、幅4.2cmの椀

型滓である。
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第60図 第333号住居跡遺物出土状況
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第61図 第333号住居跡出土遺物

第334号住居跡（第63図）

L • M-33グリッドにかけて検出された。第335• 

349号住居跡を切って構築されていた。また、第15号

方形周溝墓が床面下から検出された。

規模は、南北2.8m、東西3.3m、深さが0.03~0.08m

であった。平面形態は、東西にやや長い方形をして

いた。主軸方位は、 N-60°-Eであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

カマドは、西壁の南寄りで検出された。カマドの

袖は作り付けで、ほとんど火熱を受けていなかった

ため、不明瞭であった。燃焼部は、東西38cm、南北

35cm、深さが 6cmであった。床面とほぼ同じ高さで、

-73-

明確な掘り込みはみられなかった。煙道部は、壁外

に大きく延び、長さ115cm、幅37cm、深さが 9cmであ

った。焚き口部分に当たる範囲に、薄い灰層を確認

することができた。

壁溝は、南西コーナ一部を除いた範囲に全周して

おり、幅11~20cm、深さが 3~5 cmであった。

遺物は、第62図 1のほぼ完形の坪が出土している。

体部外面に指頭圧痕が認められる。

二
第62図 第334号住居跡出土遺物
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第334号住居跡

1 褐灰色．←t JOYR6/I 酸化鉄粒子（い～2mm)多枯 白色微粒子(</>0. lnm1) 
微品土器片入

2 褐灰色土 lOYl/5/] 黄掲色土プロック(c/>5~10llllll） ・酸化鉄粒子 (</,I~
2mm) 多拭 白色微粒子(<!>0. 1暉）微菰土器
片入

カマド
3 褐灰色土 ］OYR4/l 焼土プロック(c/>5~10mm) ・酸化鉄粒子 (,;,!~2mm)

多禁炭化物粒子(ct,l~3uIm)少屈 白色微粒子(ct,
0. l皿）微秘

4 灰黄掲色土 I O¥'R6/2 酸化鉄粒子(c/>2~3皿1) 多埜
5 黒色士 10¥'R4/l 焼土 ・酸化鉄粒子 (</,I~2IIllil） ・白色微粒子(ct,0. I 

mm)少it灰厨

~m 
1:60 

第63図 第334• 335号住居跡

第335号住居跡 （第63図）

M-33グリッドで検出された。第334• 349 • 350 • 

351号住居跡と重複 していた。新旧関係は、第334• 

350号住居跡より古かった。覆土が全て消失しており、

壁溝のみが検出された。

-74-

規模は、南北3.0m以上、東西3.lmで、正方形を し

ていた。主軸方位は、 N-26°-Wであった。

壁溝は、検出できた範囲内では全周 しており、幅

8 ~15cm、深さが 3~5 cmであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。



第336号住居跡 （第64図）

0 -32 • 33グリッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に延びており、排水溝により一部を壊さ

れていた。第337号住居跡、第402号井戸跡、第702号

土坑と重複していた。新旧関係は、第337号住居跡よ

り新しく、第402号井戸跡、第702号土坑よりは古か

った。

I
 

規模は、南北3.5m、東西3.7m以上、深さが0.16~

0.22mであった。平面形態は、東西にやや長い方形を

していたと思われる。主軸方位は、

あった。

覆土は、

は炭化物や灰を含む層が確認された。

壁溝は、南西コーナ一部を除く範囲に巡っており、
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第336号住居跡

1 焦褐色士 10YR3/2 地山土 (</,1~10皿II) 均等に含む 束側に行くほど地山の

色調が変化（黄掲色ナ→緑灰色）しているので、色調は

徐々に暗くなっている 焼土粒子 (</>Imm) ・炭化物粒子

QIDlDl)微品 しまり ・粘性あり

1' 1．岡中に焼土プロックが媒中する

2 累色土 10YR2/1 炭化物及び灰を含む屑 焼土粒子（い～2mm) 少品しま

り弱い粘性あり

2'2庖中に地山士ブロックが集中する

3 黒褐色士 IOYR3/l 地山士(</>I~10mm) ・地山土プロック少址 しまり ・粘

性あり

黒褐色士: IOYR3/2 地山プロック集中的に含む しまり・粘性あり

黙褐色土 IOYR3/2 地山土 (</>l~10mrn） ・地山プロンク多歯 しまり ・粘性

あり

6 黒褐色土 lOYR3/2 5屑よりロームの混入枇やや少ない

ピット 1
7 黒褐色土 IOYR3/l 緑灰色士多枇 焼士粒子 (</>Imm) 微見

あり

8 黒褐色上 IOYR3/l 緑灰色土少且

ピット 2
9 褐灰色士 IOYR4/l 黄掲色士粒子 （い～ 5ruru) 少屈 炭化物粒子 (,t,lmru)

微祉 しまり ・粘性あり

4

5

 

しまり ・粘性

しまり・粘性あり

ピット 3
JO 熱色上

ピット 4
II 黒色土

!OYR2/1 炭化物粒了.(</,!~5mm) 多景葉掲色上粒子(,t,1~2

mm) ・焼士粒子 (</,!~31llln) 少屈 しまり ・粘性弱い

IOYR2/l 炭化物粒子 (¢1~2mm) 少蘇焼上粒子(¢ luun) 微孤

しまりあり 粘性強い

12 殷褐色土 10YR3/l 緑灰色土粒子(,t,l~5Iurn）少蘇 しまり ・粘性あり

13 黒色士 10YR2/l 11恩士中に緑灰色士プロック多試 しまりあり 粘性強い

2m 
I OO 

第337号住居跡

14 黒褐色上 IOYR3/2 地山土 ("1~2,run) ・プロック ・焼土粒子(<!,1mm) 

炭化物粒子 (<!,1~2ruru）少誠 しまり ・粘性あり

第64図 第336• 337号住居跡
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幅13~25cm、深さが 3~13cmであった。西壁の内側

にも、間仕切りの可能性が考えられる溝が、壁に平

行して検出された。

ピットは中央部分で 4本を検出した。配置が不規

則で、浅いものが多く、その性格は不明である。Pl

は22X10cm、P2は25X3cm、P3は40X7 cm、P4は

25X47cmであった。

カマド、貯蔵穴などは検出できなかった。

遺物の量は全体的に少なく、土師器甕片などが出

土している。出土遺物は、第65図に示した。 1は、

須恵器蓋で、天井部は回転ヘラケズリである。 2は、

有段口縁の土師器杯である。 3は、コの字形を呈す

る滑石製の勾玉である。頭部と背部の一部を欠損し

ている。
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第338号住居跡
L 黒掲色土 2. 5YR3/ l 黒褐色のしまりあるきめの細かい土主体 粘土役っぽい

がねばりはない

第66図第338号住居跡

゜10cm 
1:4 

0 2cm 
l | l l :2 

第65図 第336号住居跡出土遺物

第337号住居跡 （第64図）

0 -32グリッドで検出された。東側は調査区域外

に延びており、南側を第336号住居跡に大きく壊され

ていた。そのため、北壁の一部が検出できたにすぎ

ず、平面形態は不明であった。

規模は、東西6.5m以上、深さが0.10~0.15mであっ

た。主軸方位は、 N-38° -Wであった。

覆土は、 1層からなる自然堆積であった。

壁溝は、北壁の一部で検出され、幅13~24cm、深

さが 5~10cmであった。

床面には、炭化物が薄く拡がっていた。

カマド、柱穴などを検出することはできなかった。

遺物は、甑の取っ手部分などの古墳時代後期の土

師器片が僅かに出土したのみで、図示できる遣物が

なかった。

第338号住居跡 （第66図）

0 • P -33グリ ッドにかけて検出された。東側の

大半が調査区域外に延びていたため、全体を調査す

ることができなかった。第341• 342号住居跡と重複

していた。新旧関係は、本住居跡が第341• 342号住

居跡より新しかった。

規模は、南北2.7m、東西1.lm以上、深さが0.02~

0.05mで、平面形態は方形をしていたものと思われる。

主軸方位は、 N-10° -Wであった。

カマド、柱穴などを検出することはできなかった。

遺物は、北壁寄りで第67図1の欽具が出土した。

゜
0 2cm 
l l | l : 2 

第67図 第338号住居跡出土遺物
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第339号住居跡 （第68図）

N-32グリッドで検出された。北側は第330号住居

跡に壊されていた。

規模は、南北2.lm、東西2.6m、深さが0.15~0.20m

で、平面形態は東西がやや長い方形をしていた。主

軸方位は、 N-41°-Wであった。

ピットは 3本を検出した。p1では柱材を抜き取

った痕跡を確認できた。規模は、p1が36x 33cm、

p 2が33X28cm、p3が43x 15cmであった。

遺物は、 1の南比企産の須恵器杯を図示できたが、

古墳時代後期の土師器片なども少量出土しており、

本遺構に伴う遺物であるかは不明である。

口

SJ330/  

Pl 

SJ339 

口
I 
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D_o/  B 

D' D 16 9m 呵
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； 
2m 
＇ 160 

品 ， !I 

|
 て．

B 16.9m B' 

第339号住居跡

1 褐灰色土 !OYR5/l 酸化鉄粒子（い～2皿）多岳 掲色士プロック(¢ 5~10mm) ・炭化物

粒子 (</,I~3nuu) 少錯

2 褐灰色士 IOYR5/l 黄掲色七プロック(¢ 5~10mm) ・酸化鉄粒子 (¢)~2mm) 多品

ピットj

3 累褐色上 ］OYR3/l 凶褐色土粒子(¢ I~2mm) ・黄褐色士ブロンク (d,3~5mm) 多批

炭化物粒子（qりj~301D1) 少虻 （柱の抜き取り痕）

4 謀褐色士 IOYR2/2 黄掲色上ブロック(<P3~5皿）少餓

ピット 2

5 煤褐色土 IOYR3/l 必掲色」：粒子 (¢5~IOnuu)多且．

C16.9m c' 

疇
▽
¥
 

□ 10cm 
l :4 

第68図 第339号住居跡・出土遺物

第340号住居跡 （第69• 70図）

0 • P -33 • 34グリッドにかけて検出された。東

側は調査区域外に延びていた。第342• 356 • 361号住

居跡、第766号溝跡と重複していた。本遺構が新しく、

床面下からは第17号方形周溝墓が検出された。

壁の内側に壁溝が巡り、柱穴が掘り直さ れていた

ことから、本住居跡は拡張されたものと考えられる。

拡張後の住居跡の規模は、南北5.9m、東西5.2m以

上、深さが0.10~0.22mであった。主軸方位は、 N-

24° -wであった。

カマドは、住居跡北壁に並んで 2基検出された。

カマド 1は、南北93cm、東西55cmであった。カマド

2の燃焼部は、南北103cm、東西57cm、深さが4cmで、

煙道部は壁外に47cm延びていた。 1 • 2とも、袖は

作り付けであった。

拡張前の住居跡の規模は、南北5.3m、東西4.9m以

上であった。

土坑 1は、カマド燃焼部の掘り方と考えられ、長

軸73cm、短軸60cm、深さが34cmであった。

壁溝は、南西コーナー部を除く範囲に巡り、幅15

~28cm、深さが4~10cmであった。

ピットは 8本を検出した。P1 • 2が主柱穴と考え

られる。Plは94X55cm、P2は52x 68cmであった。

他のピットの規模は、 P3が33x 37cm、P4が36X33

cm、P5が47X14cm、P6が37x 16cm、P7が48X39cm、

P8が23x 16cmであった。
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土坑I
15 掲灰色土 IOYR4/l 暗黒灰色のしまりある土 青褐灰色土粒子(¢ 5mm) 

少～中母炭化物粒子 (5111111角）少蘇暗灰色の灰

少秘防I：部に散在

l6 暗緑灰色土 5G3/l 暗緑灰色の粘性の強い士 脊灰色土プロック(~ 10 

~20mm)多披炭化物粒子(3mm角）少～中娯暗灰色

粘土少盤 しまりややあり 粘性強い

ピット l• 2 

第340号住居跡 l 7 灰黄褐色土

1 黒褐色士 I OYR3/2 暗茶掲色のやや揉っぽいしまりある土主体 黄褐色士

プロックは 3mm) 少星 しまりあり 粘性なし

2 黒色上 !OYR2/l 黒掲色上を主体 黒灰色灰含む 白灰色灰 ・炭化物少 l8 掲灰色士

呈 しまり ・粘性ややあり

3 暗褐数灰色七 IOYR4/l 暗掲黄灰色のしまりある土主体 黄褐色七粒子 (¢5

mm)多試 羨褐色土プロック(¢ 10~20mm)斑に含む 29 暗灰色士

しまりあり 粘性ややあり

カマド 1 20 掲灰色土

4 黒褐色上 2. 5Y3/] 黒褐色のしまりある上土体 焼土プロック(¢ 30~40 

mlo) 斑に含む 白っぽい灰色の灰少拡 しまりあり

粘性ややあり ピット 3

5 黒褐色土 !OYR3/l 4)呂とほぼ同色のしまりある土主体 焼土プロック 21 黒船色士

(¢ 20mm)含む しまりあり 粘性ややあり

6 褐灰色土 10YR4/l 黒っぽい褐灰色のしまりある土主体 暗杓灰色七プロ 22 褐灰色土

ック($lO~20mm) 少屈 しまり ・粘性あり

7 灰／習

8 暗灰黄色土 2. 5Y1/2 暗灰黄色のしまりある士 黄褐色士拉子（が3llllll）底部

近くにまとまって含む 焼土粒子(</>2~5ul叫少試

しまりあり 粘性なし（カマド袖）

カマド 2
9 黒褐色土 1 OYR3/l 黒っぽい暗灰色のしまりある土 焼上ブロック(~ 5 

~10mm) 少紐 しまりあり 粘性なし

lo 掲灰色士． lOYR4/I 暗褐灰色のしまりある士 者褐灰色・・I・・：プロック($5 

~25nuu) 斑に含む焼士粒子（が2~3rum) 少～中屈

しまりあり 粘性なし

ll 灰屈

l2 褐灰色土 !OYR4/ I 暗灰色のしまりある土 英褐色（青灰色）上プロック

(¢5~10皿）斑に含む焼土粒子(</>51Illll）少紐炭化物

粒子 (5mm角）微菌 しまりあり 粘性ややあり

13 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色土プロック (¢ 10~30

皿）多呈焼土粒子（が 5~lOnun)斑に含む しまりあり

粘性ややあり

14 褐灰色土 lOYIM/1 暗灰色のシルト質土 青灰色土プロック(¢ 20mm) 斑

に含む しまりあり 粘性なし（カマド袖）

lOYR4/2 灰黄褐色のしまりある土 黄褐色土粒子（が2~5

nIm) I丹下部帯状に 焼上粒子(¢ 2nun)微絨

しまりあり 粘性なし

IOYR4/ I 暗灰色のしまりある土 炭化物粒子(5皿角）少凩

青灰色士粒子(¢ IIIllll)微且 しまりあり 粘性弱い

1'2は暗灰色 2. 5Y4/1 十焼土 (¢2~5"ru）少は

N3/0 暗灰色粘哲土 胄灰色土粒子(<f,3~JO皿）斑に含む

P2は暗緑灰色粘土質 5G3/l 十暗灰色粘土含む

IOYR4/J 暗褐灰色のしまりある土 黄褐色士粒子 (¢lrunI)

斑に含む焼士粒子(<f,2D1Ill)少桔 しまりあり

粘性なし

!OYR3/] 黒掲色のしまりある土 黄掲色士粒千(¢ 8mm)少債

焼士粒子(¢Imm)微屈 しまりあり粘性なし

JOYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄掲色土．ブロック(,;,10~ 

20mm) 斑に含む しまりあり 粘性弱い

ピット 4

23 黒褐色土 ］OYR3/l 黒褐色のしまりある土 暗灰色粘士少祉 暗褐色土

微品 しまりあり 粘性なし

ピット 5

25 暗青灰色土 2. 5Y3/2 暗青灰色のしまりある土 青褐灰色土プロック(</,

!Onllll)少屈府下部にまとまって しまりあり

粘性なし

ピット 6

25 褐灰色士 10¥'R4/] 暗褐灰色のしまりある士 黄褐色士プロック(¢ 10 

mru) 少呈 焼土プロック(,t,8mm)・炭化物ブロック

(¢ 51ru,)微拭 しまりややあり 粘性なし

ピット 7

26 オリーブ灰色土 5Y3/l オリーブ灰色のしまりある士 背灰色土粒子(<f,5 

mm)斑に含む焼士粒子(¢ 3mm)微抗 しまりあり

粘性なし

27 暗緑灰色士 5G2/l 暗緑灰色のやや粘性のある土主体灰色粘士少屈

しまりあり 粘性ややあり

28 緑灰色土 5G4/I 百褐灰色士を主体とする 地山士多拭 しまりあり

粘性弱い

第70図第340号住居跡（2)
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第71図 第340号住居跡出土遺物
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遺物は、カマド 1の周辺にまとまって出士してい

る。第71図 1• 2は、須恵器の蓋である。 1は、秋

間産と考えられ、天井部にヘラ記号が認められる。

第341号住居跡（第72図）

0 • P -33グリッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に延びていた。南側では第338• 342号住

居跡と重複していた。新旧関係は、第338号住居跡よ

I ：以 I¥
II ¥(l oPI  

¥。2 [i ， 
SJ341 

I 。E 

吋
<(, 

り古く、第342号住居跡より新しかった。

規模は、南北2.lm以上、東西1.5m以上、深さが

0.05mで、平面形態は方形をしていたものと思われる。

主軸方位は、 N-10° -Wであった。

付属施設は、ピットを 1本のみ検出した。Plの規

模は、 40X18cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した

が、図示できるものがなかった。

B 16.9m B' 

言i

第341号住居跡

l 黄掲灰色土 2. 5Y5/2 黄褐灰色土プロック(¢ 3011ill1) 多枇 褐灰色のしまり

ある土少旦 しまりあり 粘性なし

ピット 1
2 暗茶褐色士 IOYR4/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄掲色土プロック(</,

10~30mm) 多誠 古灰色土プロック (¢5~IOnlrn) 少拡

しまりあり 粘性なし

第72図第341号住居跡

第342号住居跡（第74図）

0 • P -33グリッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に延びていたため、全体を調査すること

ができなかった。第333• 338 • 340 • 341 • 367号住居

跡と重複していた。新旧関係は、第333• 338 • 340 • 

341号住居跡より古く、第367号住居跡より新しかっ

た。

規模は、南北4.4m、東西4.7m以上、深さが0.26m

で、平面形態は東西がやや長い方形をしていた。主

軸方位は、 N-35°-Eであった。

カマドは、北壁の中央部分で検出された。カマド

袖は、地山土である暗黄褐色の粘質土を主体にして

構築されていた。燃焼部には、深さ 2~4 cmの浅い

掘り込みがあった。煙道部との境界部分には、地山

ブロック上部が赤く焼けて変色した支脚が据えられ

ていた。最下層には、厚さ約10cmの灰層が確認され

た。煙道部は壁外に延び、長さ55cm、幅30cm、深さ

が16cmであった。

壁溝は西壁などで部分的に検出された。幅 5~26

cm、深さが 2~5 cmであった。

ピットは 2本を検出した。Plはカマド脇に位置し

ていたことから、貯蔵穴と考えられる。長軸73cm以

上、短軸56cm以上、深さが48cmで、平面形態は楕円

形をしていた。Pl内からは、台付甕の脚部が出土し

ている。P2は、 Plの南西に位置し、規模は28X12 

cmで、性格は不明である。主柱穴と考えられるピッ

三一
ニ2
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， 

Pl 

2m 
ヽ

1.oo 

10cm 
l :4 。第73図 第342号住居跡出土遺物
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トは検出できなかった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いる。第73図 1は、土師器塊である。 2は、小型の

台付甕の脚部片で、厚手である。 3は、住居跡の南

西部から出土した、ほぼ完形の砥石である。片面に

のみ擦痕が認められる。
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第342号住居跡
1 暗灰色土 2. 5Y4/1 暗灰色のしまりある士 青褐灰色士プロック(¢ 20~ 

30mm) 中～多泣 しまりあり 粘性なし
2 暗茶褐色土 2. 5Y3/2 暗茶掲色のしまりある土 胄褐灰色士粒子(¢ I~2 

mm) 斑に含む黄褐色土ブロック(q,8~!Orum) 少拭
しまりあり 粘性なし

3 黄褐灰色土 2. 5¥4/2 行褐灰色土プロック主体灰色のしまりある土少世 し
まりあり 粘性なし

3'3屈とほぼ同じ 主体となる土が逆になる 灰色土主体 青褐灰色士プロック
（¢20~30n1Ill) 中～多敗 しまりあり 粘性なし

4 黒褐色士 2. 5Y3/ 1 黒褐色のしまりある士青褐灰色土プロック (¢5~
IOnlm) 斑に含む しまりあり 粘性弱い

5 II音灰色土 2. 5Y1/l 暗灰色のしまりある士 黄褐色士粒子 (¢2~3mm)斑
に含む しまりあり 粘性弱い

6 黒褐色土 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土プロック(¢ 10~ 
15mm) 斑に含む しまりあり 粘性なし

7 灰黄褐色七 IOYR4/2 灰黄褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(¢ 2mm) 多
且 しまりあり 粘性なし

8 黙褐色土 2. 5Y3/! 黒褐色のややしまりのある士 焼士粒子(q,5~30 
mm) 中～多且青掲灰色士プロック(¢ 10mm) 少載
炭化物（1.5cm長）微依 しまりややあり 粘性なし

9 暗灰色士 2. 5Y4/1 暗灰色のしまりある土 宵褐灰色土プロック(¢ 10~ 
20mm) 多埜 焼土粒子(¢ 5fl1Jn) 少埜炭化物プロ
ック (¢8皿）微試 しまりあり 粘性なし

カマド

10 褐灰色土 ］OYR4/1 焼土ブロック(fJO~20uun)多絃 暗灰色のしまりあ
る士少兌 しまりあり 粘性なし

II 黒灰色七 2. 5Y2/l 黒灰色の灰）呂 しまり ・粘性なし
12 暗灰色土 2. 5Y3/1 暗灰色の粘性のややある土主体 青灰色士プロック（

~ 10~15IIlln) 少数焼土粒子(¢ 3mm) 微益 しまり ・
粘性ややあり

l3 暗黄褐色士 2. 5Y4/2 暗芸褐色のしまりある土主体 灰色土・暗灰色土プロ
ック(¢ 10~20mm) 斑に少品 しまりあり 粘性なし
（カマド袖）

14 暗黄褐色七 2. 5Y4/2 地山プロック上部が赤く焼けて変色（文脚）

ピット 1
15 暗灰色土 2. 5Y3/1 暗灰色の粘性のややある土主体 百黄色士プロック（

¢ 10~20ru叫斑に含む炭化物ブロソク(¢ 8mm) ・焼
士プロック (¢5mm) 微屈 しまり・粘性ややあり

16 暗灰色七 2. 5Y3/l 暗灰色の粘質土主体 1牙灰色士ブロック(f5mm) 多
拭 しまりあまりない粘性あり

ピット 2

17 暗灰色士 2. 5Y3/1 黒っぽい暗灰色のしまりのある土主体 青芸色士粒子
(¢Imm) ・炭化物粒子(¢ 2mm) ・ 焼土粒子(~ 2mm) 
微拭 しまりあり 粘性なし

l7' 暗灰色土 2. 5Y3/l 17陪とほぽ同じ士主体 (60％ぐらい） 貨褐色士粒子
(¢5~!Orum)多岱炭化物粒子 (¢3ruru)少屈 しま
りあり 粘性なし

2m 
1.61l 

第74図第342号住居跡
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第343号住居跡

］ 褐灰色土

2 暗褐色土

3 馬褐色士

4 黒褐色土

5 焦色士

6 にぶい黄褐色土

貯蔵穴

7 黒褐色士

10YR4/] 黄褐色上粒子(¢ I~2皿） ・焼土・炭化物粒・子(¢ I~2mm) を微坑

IOYR3/3 黄褐色士粒'f- (¢1~2ll皿） ・焼士粒・子(</>1~2rurn）少誠

IOYR3/l 黄褐色土粒子(<t>l~2uun) ・黄褐色士プロック (¢3~5mm) 多見

焼土 ・炭化物粒子(¢ 1~31mn) 少洪

10YR3/2 焼土プロック(<I>2~3mm)多枇 黄褐色土粒子(¢ 1~2血I)炭化物粒子

(¢ 1~2mm) 少堡

5Y2/l 焼土プロック(<I>2~3nun) ・炭多屈

IOYIM/3 黄掲色土粒子(¢ I~2mm) ・炭掲色土ブロック (¢3~5nIrn) 多伍

H 11.2m ＿ ． H' 

lOYR3/2 黄褐色土粒子(<t,l~2暉） • 共褐色士プロック(<I> 3~10皿）多執

底面に厚さ約1血nの炭化物屈

8 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土プロック(</I3~10mm) 多拮

9 黄灰色シルト傾上 2. 5Y5/! 黄掲色土粒子 (</>I~2nllll） ・黄褐色土ブロック(<I>3~5111111) ・炭化物粒

子(<t,l~3Dllil)少屈

ピット 1• 2 

10 黒褐色七 IOYR3/2 装褐色士粒子 (</>I~2mm) ・黄掲色士ブロック(¢ 3~5mm) 多岳

11 烈褐色士 2. 5Y3/l 黄掲色土プロック（が 3~51run)少菌

胃言： 2m 
ヽ
l：訳）

第75図第343号住居跡
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第343号住居跡（第75図）

K • L -32 • 33グリッドにかけて検出された。北

西コーナ一部は、調査前に掘削した排水溝で壊され

ていた。第674• 745 • 747 • 753 • 755 • 763号溝跡と

重複しており、本住居跡が重複する遺構の中で一番

古かった。

規模は、南北5.8m、東西6.lm、深さが0.14mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

31° -wであった。

覆土は、 6層からなる自然堆積であった。南西部

の覆土最下層にのみ、焼土ブロックや炭を多く含む

層が確認された。

炉跡は 2ヶ所で検出され、 2基とも地床炉であっ

た。炉 1は、住居跡のほぼ中央で検出された。規模

は、径40cm、床面からの深さが 3cmであった。炉 2

は、西壁寄りで検出され、東側に不整形で浅いピ ッ

トを伴っていた。規模は、径35cmで、床面からの掘

り込みはなかった。

壁溝は、北東コーナ一部と南壁で確認された。幅

6 ~19cm、深さは 3~7 cmであった。

貯蔵穴は、南西隅に位置し、長軸102cm、短軸89cm、

深さが58cmであった。平面形態は、南北にやや長い

楕円形をしていた。

ピットは 5本を検出した。Pl~3の3本が主柱穴

と考えられる。南東部の主柱穴は、中世の第745号溝

跡により壊され検出できなかった。各柱穴の規模は、

Plが66X27cm、P2が51X50cm、P3が40X97cmであ

った。他の 2本は、 P4が40X14cm、P5が長軸80cm、

短軸26cm、深さが7cmであった。

遺物は、覆土下層から古墳時代前期の古式土師器

片が少鼠出土している。第76図3 • 4は高杯脚部片

である。 3は3箇所に、 4は2箇所に円孔があけら

れる。 6は、吉ヶ谷式の甕口縁部で、輪積み痕を明

瞭に残す。

4
 

羞〖 5
10cm 

l :4 

O 5cm 
| | 1 1 : 3 

第76図 第343号住居跡出土遺物

第344号住居跡
1 にぶい黄橙色土 IOYR5/3 黄褐色上ブロック(<I>3~10mm)多呈 焼土プロック（が 2~5mm) ・炭化物プロック（が 2~5mm)少量
2 褐灰色土 IOYR5/! 炭化物粒子 ・焼土粒子 (</>I~2mm) ・黄褐色土プロック(<I>2~5mm) 少拭
カマド

3 褐灰色土
4 黒掲色土
貯蔵穴 1
5 褐灰色土
6 褐灰色士
貯蔵穴 2

7 黒褐色土
ピット 1
8 褐灰色士 IOYR5/1 黄褐色土プロック(<I>2~5mm) 少猛
9 にぶい黄橙色土 IOYR6/4 黄褐色土ブロック(<I>2~10mm) 多量
ピット 2
10 黒掲色土 10YR3/l 焼土粒'f- (</>I~2mm) ・炭化物粒子 (</>I~2mn1) ・炭化物プロック(<I>3~5mm) 少紐
II 褐灰色士 10YR4/I 焼士粒子 (</>I~2mm) ・炭化物粒子(,pl~2mm) ・黄褐色土ブロック(<I>2~3mm) 少呈
12 にぶい黄橙色土 10YR6/3 黄褐色士プロック(<I>2~5mm)多拭 焼土粒子 (</>I~2mm) ・炭化物粒子 (</>I~2mm) 微址
13 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色土プロック(<I>2~5mm) ・焼土粒子 ・炭化物粒子 (</>I~2mm) 少拭
ピット 3
14 黒褐色土 IOYR3/I 焼土粒子 (</>l~2mm) ・炭化物粒千（い～2mm) ・炭化物プロック(<I>3~5mm)少凪
15 にぶい黄橙色士 IOYR6/3 黄褐色士ブロック(<I>2~5mm) ・焼士粒千 </>I~2mm) ・炭化物粒子 (</>I~2mm) 微盤
16 褐灰色士 10YR4/1 黄褐色士ブロック(<I>2~5mm) ・焼士粒子 (</>l~2mm) ・炭化物粒子 (</>l~2mm)少品 焼土プロック（が 2~5mm) ・炭化物ブロック(<I>2 

~5mm) 微批
IOYR4/I 黄掲色土．プロック(<I>2~5mm) ・焼土粒子 (</>I~2mm) ・炭化物粒子(,pl~2mm)少呈

IOYR4/l 焼土粒子 (¢2~10mm) 多且炭化物粒子(¢ I~2mm) 少且
!OYR3/1 灰屈焼土粒子(¢ 2~5mm)微祉

10YR4/l 黄褐色土粒子(¢ 1~2llllll）多呈 焼士 ・ 炭化物粒子(~ I~2mm) 少盈
IOYR4/l 黄褐色士粒子(¢ 1~2mm) ・黄掲色士プロック（が 2~5mm) 多最 焼土粒子・炭化物粒子(~ 1~2lllln) 少祉

10YR3/l 炭化物粒子 ・ 焼土粒子(~ 1~2mm) 少屋

17 褐灰色土
ピット 4
18 にぶい黄褐色土 ］OYR5/3 焼土粒子(<I>I~2mm) ・炭化物粒子 (</>l~2mm) ・黄褐色土ブロック(<I>2~3mm) 少批 やや酸化鉄分を含む
l9 にぶい黄橙色士 IOYR5/3 焼士粒子 (</>l~2mm) ・炭化物粒子 (</>l~2mm) ・黄褐色土ブロック(<I>2~3mm) 少祉

第77図第344号住居跡（1)
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第344号住居跡 （第77• 78図）

M • N-33グリッドにかけて検出された。本遺構

の周辺は遺構の重複が著しかったため、遺構のプラ

ンや新旧関係などを明確にすることが難しかった。

第16号方形周溝墓、第350• 351 • 358 • 359 • 370号

住居跡、第53号掘立柱建物跡、第712• 738号土坑、

第729号溝跡と重複していた。新旧関係は、第350• 

351 • 358 • 359号住居跡、第53号掘立柱建物跡、第

712 • 738号土坑、第729号溝跡より本遺構の方が古か

った。

規模は、南北推定7.lm、東西7.2m、深さが0.15m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-21° -Wであった。

カマドは、北壁のほぽ中央で検出された。袖や燃

焼部は、他の遺構に壊されて残っていなかった。煙

道部は、壁外に延び、長さ130cm、幅50cm、深さが 9

cmであった。底面には薄い灰層を確認することがで

きた。

壁溝は、残りの悪い南壁を除く範囲で部分的に検

出された。幅12~31cIII、深さが4~9  CIIIであった。

南東コーナ一部では、床面がベッド状に一段高く

掘り残されていた。

貯蔵穴は、北西部のカマド脇に 2基を検出した。

貯蔵穴 1は、長軸77cIII、短軸49cIII、深さが29cmであ

った。貯蔵穴 2は、長軸75cIII、短軸55cIII、深さが24

CIIIであった。

ピットは 4本を検出した。P2は柱穴の可能性が考

えられる。Plは28x 32cm、P2は59x 46cm、P3は

39X39cm、P4は40X27cmであった。

遺物は、古墳時代後期と平安時代の土師器・須恵

器が混入して出土している。本遺構は、他の遺構と

比べ古かった ことから、時期は古墳時代後期と考え

られる。第79図に示 した遺物で、 1 • 2の須恵器な

どは重複する遺構からの混入品である。

/ ‘1  こ

10cm 
l :4 

第79図 第344号住居跡出土遺物

第345号住居跡 （第80図）

L • M-34グリッドにかけて検出された。第15号

方形周溝墓、第753号土坑、第762号溝跡と重複して

いた。新旧関係は、第15号方形周溝墓より新しく、

第762号溝跡より古かった。

また、南西部の床面下から第353号住居跡が壁を同

じくして検出されたことから、本住居跡は拡張され

たものと考えられる。

規模は、南北6.lm、東西7.8m、深さが0.10mであ

った。平面形態は、東西方向が長い歪んだ方形をし

ていた。主軸方位は、 N-14°-Wであった。

カマドを検出することはできなかった。

壁溝は、北東コーナ一部にのみ巡っており、幅13

-86-

~22cm、深さが 2~8  cmであった。

ピットは 4本を検出した。ピットの位置から主柱

穴と考えられるのは、 P2 • 4の2本である。規模は、

P2が88x 89cm、P4が41x 78cmで、掘り込みがしっ

かりしていた。P3も主柱穴か貯蔵穴の可能性がある

ピットで、規模は78X78cmであった。その他では、 P

1が43x18cmであった。

遺物は、北東と南西コーナ一部などで古墳時代後

期の土師器片が少量出土した。南西コーナー部では、

第81図 5~ 7の甑 3点がかたま って出土している。

5は小型のもので、内外面に輪積み痕を明瞭に残す。

8 • 9は、北東コーナーの床面直上から出土した滑

石製模造品である。 8は有孔円板と考えられる。
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F' 第345号住居跡
1 黒褐色士 10YR3/l 鉄分多拭 黄掲色士粒子(<Pl~2mm) 少拭
2 県掲色土 10YR3/2 鉄分多蛍 英掲色土粒子(it,I~2mm) ・洪褐色土プロック

(¢ 3~]0mm)多拭

ピット 1
3 黒褐色土 IOYR3/1 黄褐色七粒子(it,l~2mm)・黄褐色土プロソ ク(</>3~5InIn) 

多秘鉄分少菌

ピット 3

4 褐灰色．:t. 10YR4/l 焼七粒子(¢1~3mm) ・炭化物粒子(¢ 1~3mm) 少拭 黄
掲色土プロック（が 2~5mln)微摂 ※他よりも酸化鉄多め

5 掲灰色土 ］OYR4/1 焼士粒子 (¢1~3IIllil） ・炭化物粒子(<Pl~3mm) 少巌

6 掲灰色土 !OYH4/l やや砂のまじりあり

2m  
ヽ

1 •OO 

第80図第345号住居跡
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第81図 第345号住居跡出土遺物

第346号住居跡 （第82図）

N-34グリッドで検出された。第16号方形周溝墓、

第347• 355 • 362 • 365 • 377 • 391号住居跡、第767号

溝跡と重複していた。新旧関係は、本遺構が重複す

る全ての遺構より新しかった。

規模は、南北3.4m、東西3.7m、深さが0.23mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

29° -wであった。

カマドは、北壁の中央で検出された。カマド袖は、

褐灰色のしまりある土で構築されていた。袖先端部

分には、補強材として土師器の長甕が使用されてい

た。口縁部から胴部上半にかけての甕が、左右 1個

体ずつ出土している。燃焼部は、南北62cm、東西50

cmで、掘り込みはほとんどみられなかった。焚き口

に当たる部分は、赤く被熱し、床面が硬化していた。

煙道部は壁外に延び、長さ67cm、幅43cm、深さが18

cmであった。煙道部から住居跡中央部にかけては、

暗黒灰色の灰層が、網掛けで示した範囲に大きく拡

がっていた。

壁溝は、西壁で僅かに途切れていたが、その他の

範囲については全周していた。幅 8~32cm、深さが

2~llcmであった。南西コーナ一部では、壁溝が住

居跡のやや内側を巡っていた。

ピットは 5本を検出した。各ピットの規模は、 Pl

ヵゞ24X13cm、P2カゞ26X26cm、P3カゞ24x 17cm、P4カ§

21 x 5 cm、P5が35x13cmであった。何れのピットも

浅い小規模なもので、主柱穴とは考えにくく、その

性格は不明である。

遺物は、床面からやや浮いた状態で、古墳時代後

期の土師器片が多量に出土している。出土遺物の中

に須恵器はほとんど見られない。

第83図 1~ 5は坪である。 1は身模倣杯、 2 • 3 

は北武蔵型杯、 4は内外面に赤彩を施す比企型坪、

5は口縁が大きく開く模倣杯である。 6は大型の皿
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第346号住居跡

1 掲灰色土 IOYR4/1 暗褐灰色土のしまりある土 焼土粒子(<J,2mm)・炭化物 13 暗黒灰色土 10Yll3/l 暗黒灰色の灰屈 焼土粒子(¢2川III) 少訊 しまり ・粘性

粒子(¢ 2mm)微屈 しまりあり 粘性なし なし

2 掲灰色士 IOYR4/l 暗褐灰色のしまりある士 焼上粒子(¢ 2mm) ・炭化物 l4 褐灰色土 IOYR4/ l 暗褐灰色のやや粘性のある上 酋褐色土粒子 (,12,run)

粒子 (¢2mrn) ・黄褐色土プロック (¢5~10呻）少拭 中～多品暗灰色の灰少品 しまりあり 粘性勅い

しまりあり 粘性なし 15 黒褐色土 JOYR3/2 暗茶掲色のしまりある土 焼土ブロック(¢ 5mm) 少堡

3 黒褐色七 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土 焼土粒子 (~2~5mm) 少～中品 黄褐色土粒・子(,t,5~81lll11) 少政 底部近くに斑しまり

炭化物粒子（ 03nlrn) 少呆 黄褐色士粒子•(</,2mm) 微昼 あり 粘性なし

しまりあり 粘性なし 16 褐灰色土 10YR4/l 褐灰色のしまりある土 焼上粒子 (~2~10mm) 少～中旅

4 褐灰色土 10YR4/l 褐灰色のしまりある上 黄褐色土プロソク (¢lOn1lll)多梵 黄褐色土プロック(</>10mm)少菌 しまりあり 粘性なし

灰色土粒子（も 5IIIm) 少徽灰色の灰斑に含む しまり （カマド袖）

あり 粘性なし ピット 1~ 3 

5 暗褐灰色J: l0YR3/ I 暗褐灰色のしまりある上 暗灰色の灰含む 園左隅に集 l 7 黒褐色土 IOYR3/I 黒褐色のしまりある土主体 製褐色上粒子(~ 3ruru)少救

中焼土粒子 (¢2mru) 少品 しまりあり 粘性なし 焼士粒子 (~3Illlll) ' 炭化物粒子 (51lllll角）微巌 しまり

6 褐灰色土 IOYR4/] 暗灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(¢3nInl)斑に含む あり 粘性なし

※カマド付近 裟褐色士粒子 (¢3mu） ・ 焼十．粒子•(~3 18 累掲色士 IOYR3/2 暗茶褐灰色のやや粘性のある七主体 黄褐灰色士ブロッ

~lOm□1) 帯状に含む 炭化物粒子 (~ l~2n皿） ・黄褐色士 ク（い0mm)多址 しまりあり 粘性ややあり

粒子微姑 しまり ・粘性なし P1の18rii1は黄掲灰色土プロックの大きさ (¢5~1.0リIITI)の

黒褐色士 10YR3/l 暗灰色のしまりある士 黄褐色士粒子（が3mm)少抵 もの多屈 主体となる土も暗灰色のやや粘牲のある土

しまりあり 粘性なし l9 褐灰色土 JOYR4/l 暗灰色のやや粘性のある土主体 黄掲色上プロック(¢

カマド 10~20mm) 多叔 しまりあり 粘性ややあり

8 褐灰色土 IOYR4/] 暗掲灰色のしまりある上 （少し同色のシルト含む） ピット 4

焼士プロック (~5~8mm) 少品 しまりあり 粘性弱い 20 褐灰色士 IOYR4/l 暗灰色のやや粘性のある士主体 黄褐色士粒子•(<!> 5mm) 

9 暗茶掲色士 JOYR4/2 暗茶掲色のしまりある士 焼土プロック(</>5~10mm) 斑に含む

多絨 しまりあり 粘性なし ピット 5

10 黒褐色土 IOYR3/l 暗灰色の灰屈焼土粒子(~ 3mm)少仕 しまり ・粘性 21 黒掲色土 !OYR3/l 黒掲色のやや粘性のある土主体 黄掲色土粒子(</)5~8 

なし mm)・灰褐色土粒子($5~8mm) 多枇 焼土粒子(~ 5mm) 

］］ 暗黒灰色土 lOYR3/l 暗黒灰色のしまりのややある土少虻 黒灰色の灰帯状に 少枇炭化物プロック(¢ 5mm)微摂 しまりあり 粘性

含む焼土プロック($5~8mm) 斑に含む しまりやや ややあり

あり 粘性なし

l2 黒褐色士 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土 焼士粒子(~ I~2nIIn) 多藷

゜
2m 

しまりあり 粘性なし 160 

第82図第346号住居跡
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である。 7 • 8は、カマド袖の補強材として使用さ

れていた甕である。10は石製模造品の一部で、大半

を欠損しているため、用途は不明である。11• 12は

鉄製品である。11は、現存長6.7cmの刀子である。12

は、カマド左袖の脇から出土した、穂積み具と考え

られる完形の手鎌である。
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第83図 第346号住居跡出土遺物

第347号住居跡 （第84図）

N-34グリッドで検出された。第346• 355 • 360 • 

362 • 364 • 370号住居跡と重複していた。新旧関係は、

第346号住居跡より古く、第355• 360 • 362 • 364 • 

370号住居跡より新しかった。

床面下から検出された第355号住居跡は、同じ軸方

向をもち、壁も共通する部分がみられた。そのこと

から、本住居跡は第355号住居跡を拡張したものと考

えられる。

規模は、南北3.9m、東西4.4m、深さが0.13mで、

平面形態は方形をしていた。主軸方位は、 N-24°

-wであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。

カマドは、北壁のやや東寄りで検出された。カマ

ド袖は短く、暗灰色のしまりある土で構築されてい

た。燃焼部には、長軸40cm、短軸20cm、深さが22cm

の、楕円形をした掘り込みが検出できた。煙道部は

壁外に大きく延びており、長さ135cm、幅32cm、深さ

が10cmであった。カマドの覆土には、 2面の薄い灰

層(lo• 15層）が確認できたことにより、拡張前の

住居も本遺構と同じカマドを使用していた可能性が

高い。
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壁溝は、東壁から南壁にかけて部分的に検出され、

幅15~25cm、深さが 2~13cmであった。

住居跡内からは、貯蔵穴・ピットなどのカマド以

外の付属施設は検出されなかった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片などが多量に出

土している。出土遺物は、第85因に示した。 1~ 3 

は、土師器の坪である。 1は模倣杯、 2 • 3は身模

倣坪である。 3の杯は、内外面ともに黒色処理が施

される。 4は、カマド左袖脇から出土した完形に近

い砥石である。小孔が 2ヶ所に認められ、 一つが貰

通している。 5は、カマドの覆土下層から出土した

ほぼ完形の土玉である。
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第347号住居跡

l 褐灰色土 ］OYR4/l褐灰色のしまりある上主体焼上プロック(¢ 10mm) カマド寄り部分に微祉 しまりあり 粘性なし

2 黒掲色上 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある上主体黄掲色土プロック(</>10~20uIIII) 少～中品焼土粒子（ </>2~8IlIIll)少品炭化物粒子（小 3um,)

微且 しまりあり 粘性なし

3 黒褐色士 10YR3/2 暗黒茶褐色のしまりある士主体 黄褐色士ブロック(</>20~30mm) カマド寄り部分に微益 しまりあり 粘性なし

4 黒褐色士 10YR3/2 2府よりも黒っぽい暗茶掲色のしまりある土土（本 黄掲色土プロック(</>10~20uu) 多昼 しまりあり 粘性なし

カマド

5 累褐色士 IOYR3/1 黒褐色のしまりある土主体 焼士プロソク (</>!Om田） ・炭化物プロック (5~8nnn角）表面近くに散在少屈 暗灰色の灰少拭

しまりあり 粘性なし

6 褐灰色土 1 OYR4/l 暗灰色のしまりある土主体黄褐色士ブロ ック(</>10~15u皿）中～多品焼士プロック(,t,5~15mm)斑に含む 炭化物 (8mm

角）少駄暗灰色の灰少枇 しまりあり 粘性なし

7 黒褐色上 10YR3/1 暗灰色の灰．灰色の灰多品（主体となる） 暗灰色のややしまりある土少足 しまりややあり 粘性なし

8 黒褐色土 IOYR3/l 黙掲色のややしまりある土主体焼土粒子(</>2~3mn) 斑に含む しまりあまりない 粘性なし

9 暗褐灰色土 10YR4/2 焼土プロック(,t,10~15mm) 中～多屈 暗灰色の灰屑上部に散在微は 暗褐灰色の士斑に含む しまりあり 粘性なし

10 黒掲色土 IOYR3/l 暗灰色の灰庖（やや白っぽい灰） ・焼士プロック(,t,10mm)中～多拭 しまり ・粘性なし

11 褐灰色士 IOYR4/1 褐灰色のしまりある土 黄掲色土粒子（が 2mru)暗灰色の灰が斑に含む しまりあり 粘性なし

12 掲灰色士 !OYR4/l 褐灰色のしまりある土黄褐色土粒子 (<t>2nnn)斑に含む しまりあり 粘性なし

j3 暗灰黄色土 2.5Y4/2 暗灰黄色のしまりある土 しまりあり 粘性なし

14 褐灰色土 ］OYR4/l 暗灰色のしまりある士黄褐色士プロック(</>5mm) 斑に含む しまりあり 粘性なし

15 褐灰色士 IOYR4/l 暗灰色の灰多拭（主（本） 焼土粒子(¢ 2mm)斑に含む 披掲色土粒子(</>2mm) 少枇 しまり ・粘性なし

16 褐灰色上 IOYR4/l 暗灰色のしまりある土 焼土粒子 (¢2~8In川） ・災褐色土粒子（</>2nnn)少凪 しまりあり 粘性なし（カマド袖）

2m 
1>60 

第84圏第347号住居跡
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第85図 第347号住居跡出土遺物

第348号住居跡（第86• 87図）

〇-34• 35グリッドにかけての第17号方形周溝墓

の方台部内で検出された。第366• 373号住居跡、第

720 • 726 • 728号土坑、第764• 765 • 779号溝跡と重

複していた。新旧関係は、第366• 373号住居跡、第

779号溝跡より新しく、第720• 726 • 728号土坑、第

764 • 765号溝跡より古かった。

規模は、南北4.9m、東西5.4m、深さが0.05~0.09m

で、平面形態は東西がやや長い正方形をしていた。

主軸方位は、 N-18° - Wであった。

カマドは、北壁の中央で検出された。カマド袖は

短く、暗茶褐色のしまりある土で構築されていた。

袖先端部分には、補強材として土師器が使用されて

いた。口縁部から肩部にかけての甕が、口縁部を下

に向けた逆位の状態で左右 1個体ずつ出土している。

燃焼部には、南北108cm、東西75cm、深さが25cmで、

平面形態が楕円形をした大きな掘り込みがあった。

煙道部は壁外に延び、長さ64cm、幅32cm、深さが 8

cmで、暗灰色の灰を主体にした灰層を確認すること

ができた。

壁溝は、カマドを除く範囲に全周しており、幅12

~33cm、深さが 4~11cmであった。西壁では、壁の

やや内側を巡っていた。

ピットは 7本を検出した。Pl~7は、配置や土層

断面に柱材の痕跡を確認できたことから、主柱穴で

あったと判断した。P4を除いた柱穴には、外側に向

-92 -

けて掘り直しされた状態を確認できたことから、住

居の建て替えが行われたものと考えられる。各柱穴

の規模は、 Plが17x 55cm、P2が31x 58cm、P3が

39 x 66cm、P4カ'58x 55cm、P5カゞ24x 57cm、P6カゞ

33 x 60cm、P7が48x 42cmであった。

P Z • 6とP4の中間には、長軸117cm、短軸97cm、

深さが 8cmで、平面形態が南北に長い楕円形をした

土坑が検出された。覆土上層には、暗黒灰色の灰を

主体にした黒色土が堆積していたが、性格について

は不明である。

また、西壁の北寄りには、南北2.05m、東西0.28m

の範囲が、周囲の床面より 一段低くなっている部分

が検出された。

遺物は、古墳時代後期の土師器、須恵器片が少最

出土している。出土遺物は、第88図に示 した。 1.

2は、北武蔵型の土師器坪である。 1はカマド内か

らの出土である。 2の内面には細かい暗文が認めら

れる。 3は、カマド内から出土した土師器尚杯の脚

部片である。 4は、須恵器壺の口縁部破片で、波状

文が僅かに認められる。 5 • 6は、カマド袖の補強

材として使用されていた土師器甕である。 5が左袖、

6が右袖内から出土したもので、本来は完形に近い

土器が設置されていたものと考えられる。

第349号住居跡（第89図）

M-33グリッドで検出された。北側を第334• 335 

号住居跡、南側を第350• 351号住居跡と重複してお

り、大半を壊されていたため、検出できたのが西壁

と北壁の一部のみであった。新旧関係は、 第334• 

350 • 351号住居跡より古く、第335号住居跡との関係

は不明であった。

検出された範囲は、南北0.7m、東西2.6m、深さが

0.10mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

67° -Eであった。

カマド、柱穴などの付属施設は検出できなかった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いるが、図示できるものがなかった。
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第348号住居跡
1 暗褐灰色士 2. 5¥3/2 暗褐灰色のしまりある七焼 —トプロック (¢8mm) 斑に含む 賠灰色の灰少は しまりあり 粘性なし

2 暗黄灰色土 2.5¥'4/2 暗黄灰色のしまりある土 しまりあり 粘性なし

3 掲灰色土 ］OYR4/l 暗灰色のしまりある土（暗灰色シルト少俵含む） ・黄褐色土粒子(,t,2~3mm)斑に含む しまりあり 粘性弱い

4 暗茶褐色士 2. 5Y3/l 暗茶掲色のしまりある士黄褐色士粒子 (¢2皿）少祉焼士粒了• (,t, 3mm)微品 しまりあり 粘性なし

4' 4屑＋炭化物 (3n1111角）少屈

5 暗褐灰色士 2. 5¥3/2 諜褐色のしまりある士（混入物はほとんどみられない） しまりあり 粘性なし

カマド

6 黒褐色上
7 黒褐色土
8 黒褐色七
9 黒掲色士
l0 黒掲色土

11 黒色土
12 黒色土
13 黒色士
14 黒褐色土

土坑 1
15 黒色土 IOYR2/l 暗黒灰色の灰を主体暗褐灰色のしまりある土少世焼土粒子(<I>3~5mm)含む炭化物粒子 (</,3mm角）少丑 しまり・粘性なし

l6 暗政褐灰色士 2. 5Y3/2 暗拉褐灰色のしまりある土 黄褐色土プロック ("5~15mm)多数焼土粒子(<!>2mm) 少埜 しまりあり 粘性弱い

!OYR3/l 謀褐色のしまりある 」：上体焼土粒-f-(¢5皿II) 含む炭化物粒子 (3wm角） ．裟掲色上粒子(,/)2~3llllu）少屈 しまりあり 粘性なし

10YR3/] 黒褐色のしまりある上主体 焼士ブロ ック (¢10111111) • 青色土プロック（黄褐色士の変色と思われる） （い0~20mm)斑に含む しまりあり 枯性なし

I OYR3/l 果褐色のしまりある七主体(6府と同じ） 焼土プロック(</)10~15mm).中～多益炭化物 (2皿角）少品 暗灰色の灰少低 しまりあり 粘性なし

10YR3/2 II音茶掲色のしまりある土 焼土プロック(¢ 10mm)含む 黄掲色土粒子(¢ 5mm)少批 ※上師器片含む

IOYR3/2 暗茶掲色のしまりある土主体 (6層と同じ）焼土粒子 (¢5~10mm) 少拡 肖灰色土プロック底部近くに斑に微最 しまりあり 粘性ややあり

IOYR2/l 暗灰色の灰主体 黒色の灰 ・白色の灰 ・暗褐灰色七少虻 しまり ・粘性なし

JOYR2/l 黙褐色のしまりある土黄褐色土粒子(¢ 2mru)少～中址焼土粒子 (¢2~5mm) 少址 しまりあり 粘性なし

IOYR2/] 暗茶褐色のしまりある士 暗灰色の灰微・試 しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある土焼士粒子 (¢2~10mm) 斑に含む 黄褐色士粒子(,/)5mm)少昼 しまりあり 粘性ややあり（カマド袖）

第86図第348号住居跡（1)
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ピット 1~ 7 
17 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒褐色土のしまりある土 焼土粒子($3mm) ・炭化物粒子($5mm) ・黄褐色土プロック（が 5~10mm)少祉 しまりあり 粘性なし
18 暗灰色土 2. 5Y3/l 暗灰色の粘性のある土青灰色土ブロック ($3~10mm)中～多絨焼土粒子 (¢3rum）少拭炭化物粒子($3mm)微屈 しまりあり 粘性弱い
18' オリープ黒色 IOY3/2 青灰色土プロック ($10~20mm)多屈暗灰色粘質土少屈 しまりあまりない粘性強い
18''18陪とほぽ同じ＋青灰色士プロック ($5~8mm)含む 炭化物プロック ($8,rum)少品
19 暗灰色士 2. 5¥3/1 暗灰色のしまりある士背灰色士プロック ($10~3OIIllil）多址炭化物 ($8mm角）少品 しまりあり 粘性弱い
19'19庖と同じで青灰色士プロック含む 炭化物含まず
20 暗褐灰色土 IOYR3/ I 11音褐灰色のしまりある土 黄褐色土ブロック ($3~10mm)斑に含む 焼土粒子($2mm)・炭化物ブロック($5mm) 微祉 しまりあり 粘性弱い
20'20層とほぼ同じ＋焼土プロック（が 5~10mru)含む 炭化物プロック（が 5mm) 少森
21 暗灰色土 2. 5Y3/1 暗灰色のやや粘性のある土青灰色士プロック ($10~20皿［,)多伍 しまりややあり 粘性弱い
22 暗灰色土 2. 5Y3/l 暗灰色粘質士主体 しまりややあり 粘性強い
23 暗緑灰色士 5G4/l 青灰色士プロック主体 暗緑灰色のやや粘質のある土少駄 しまりややあり 粘性弱い

第87図 第348号住居跡（2)

ミニ ニ□昂

ニ 3

鼻／

/~ 
-

l
 

10cm 
l : 4 

第88図 第348号住居跡出土遺物

第350号住居跡 （第89図）

M-33 • 34グリッドにかけて検出された。第15• 

16号方形周溝墓、第335• 344 • 349 • 351 • 358 • 359号

住居跡、第53号掘立柱建物跡と重複していた。新旧

関係は、第351号住居跡、第53号掘立柱建物跡より古

く、第15• 16号方形周溝墓、第335• 344 • 349 • 

358 • 359号住居跡より新しかった。本遺構周辺は重

複が著しかったため、最初に何本かのトレンチを設

定して掘り下げを行ったため、カマドの右袖部分の

範囲を壊してしまった。

規模は、南北5.4m、東西5.0m、深さが0.21mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

60° -Eであった。

覆土は、 3層からなる自然堆積であった。

カマドは、東壁のやや南寄りで検出された。右袖

はトレンチで壊してしまい、確認できなかった。煙

道部が壁外に少し延び、燃焼部は床面とほぼ同じ高

さであった。長さ87cm、幅37cm、床面からの深さが

11cmであった。覆土の 5層は天井部が崩落した層と

考えられる。最下層には、薄い灰層を確認すること

ができた。

壁溝は、北壁と西壁の中央部を除いた範囲に巡っ

ており、幅 6~25cm、深さが 1~6 cmであった。壁

溝が切れている場所に、住居への出入り口部があっ

た可能性が考えられる。

貯蔵穴は、南東コーナ一部で検出された。長軸85

cm、短軸68cm、深さが43cmで、平面形態は東西に長

い楕円形をしていた。貯蔵穴からは、土師器壺、甕

などの遺物が少量出土している。

ピットは14本を検出したが、主柱穴と考えられる

ものは検出できなかった。配置が不規則で、深さも

浅く、その性格は不明である。各ピットの規模は以

下のとおりである。Plは31x 15cm、P2は27X13cm、

P3は35x12cm、P4は32X11cm、P5は25x 12cm、P

6は3Qx15cm、P7は29X13cm、P8は3Qx15cm、pg

は32X12cm、P10は32x 16cm、Pllは3Qx9 cm、Pl2は

25X 8 cm、Pl3は26X19cm、Pl4は46X9 cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が多量に出土し

た。第90図13の有段口縁の杯は、黒色処理が施され

る。23• 24は、滑石製の臼玉である。23がPll、24

がpgから出土した。
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第349号住居跡

1 掲灰色土

E 16.9m 

P1 

II 
E' 

K 16.9m 

p9 

胄
K' 

F I6 9m 

P2 

F' 

冒
L16.9m 

PIO 

-L.’ 

言冒
!OYR5/! 英褐色土ブロック (¢2~5mID) 多屈 焼土粒子（

¢ 1~2mm) 少拭

G 16.9m 

P3 

G' 
P4 

言冒
M 16.9m 

Pll 

M' 

言言

C....!.!_9m _C' 

カマ ド

言言

第350号住居跡
2 にぶい黄橙色土 IOYR5/3 鼓褐色土プロック (¢3~10mm) 多誠 焼土プロ

ック(<I>2~5mm) ・炭化物プロック（が 2~5rn叫
少訊士器片入

IOYRS/2 黄褐色士プロック(</>2~10皿）多品焼士・炭
化物粒子 (</>I~2mm) 少禁

!OYR5/l 炭化焼土粒子 (<t>l~2皿） ・黄褐色土ブロック（
¢2~5ullu) 少依

3
 

灰黄褐色士

4
 

褐灰色土

カマド
5 にぶい黄掲色土 JOYR5/4 黄褐色土プロック (¢2~5mm) ・焼土プロック（

¢2~31111Il) 多拡炭化物粒子 (</,1~2mm) 少拡
IOYR3/l 灰府焼士プロック (¢2~3nlrn) 多 岳 炭 化 物

粒子(¢ I~2mln) 少枯
6
 

黒褐色士

貯蔵穴
7 褐灰色土

H I6. 9m 

P5 

一げ

言言
立 9m _N,' 

P12 

冒

I 16.9m 

P7 

I' 

P6 

言言冒冒
0 16.9m 

p13 

o' 

p冒
8

9

 掲灰色土

10YR6/I 芸褐色土プロック（<P2~3nun) 多批焼十:・炭化物
粒子(¢ l~2mm) 少星

にぶい黄橙色士 !OYR6/4 焼土 ・炭化物粒子 (</,I~5mm)多依 貨褐色土プロッ
ク (¢2~3皿）多屈

IOYR4/l 炭化物(<P2~5mm) ・負掲色士プロック（が 2~5

Dllll) ・焼土粒子 (<Pl~2mm) 少屈
ピット 1~14 

JO 褐灰色士 lOYR4/] 炭化物粒子 (¢2~3mm) ・黄褐色土プロック(¢
2~3川ln)少巣

II にぶい英掲色土 ］OYR6/3 黄褐色上プロック（が 2~31ll!n)多絨 焼：ヒ粒子(¢ 2~ 

3ll1Ill）少岳

2m  
1：鉛

第89図 第349• 350号住居跡
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第351号住居跡（第91図）

M-33グリッドで検出された。複数の住居跡が複

雑に重なっていたため、本住居跡の平面プランを明

確にすることができなかった。第335• 344 • 349 • 

350 • 358号住居跡、第738号土坑と重複しており、本

遺構が一番新しかった。

検出された範囲は、南北l.0m以上、東西4.5m、深

さが0.07~0.13mで、平面形態は不明であった。主軸

方位は、 N-34° -Wであった。

カマドは、北壁のやや東寄りで検出された。規模

は、長さ51cm、幅43cm、深さが 9cmで、燃焼部に掘

り込みは検出されなかった。覆土の中位に、薄い灰

層を確認できた。カマド左脇の壁外に地山面が赤く

被熱した範囲を検出したが、本遺構に伴うものかは

判断できなかった。

貯蔵穴は、北東コーナ一部で検出された。長軸59

cm、短軸54cm、深さが40cmで、平面形態は楕円形を

していた。貯蔵穴内からは、完形に近い土師器杯な

どが出土している。

ピットは 3本を検出した。ピットは浅く、配置も

不規則であることから、主柱穴とは考えられない。

本住居跡に伴うピ ットではない可能性もある。規模

は、 Plが28X43cm、P2が27X34cm、P3が54X17cm 

であった。

遺物は、古墳時代後期の土師器、須恵器片が少量

出土している 。第92図 1は、須恵器の腿である 。

2 • 3は、北武蔵型の土師器坪である。 3 • 4が、

貯蔵穴内から出土した遺物である。

＜
 

SJ335 

C . --1 
I 

IO 
SJ350 

Pl 

350” osJ 

P2 

SJ350 /'¥ ~ 
O sJ350 

SJ350 P• 
P5 

□□蔵

SJ351,,: 
I 

： 
o_宣一°’ □) 

C16.9m c' 

D16.9m D' 

p3 

50
7
 

osJJ
P
 ゜

35
肘osJ 

＇ど）

ヽ

2m  
1 60 

第351号住居跡

1 褐色土 !OYR1/4 黄褐色十．粒子 (¢ I~2mm) ・焼士粒子 (<f,!~2mm)

炭化物粒子(<f,2~3mln)少盤

カマド

2 にぶい黄掲色土 JOYR5/3 黄褐色上プロック (~3~5mm) ・ 焼土プロック (¢2

~5mm) 多駄

3 黒褐色上

4 黙掲色土

貯蔵穴
5 掲灰色土

IOYR3/l 灰を主体に含む（灰]0)

IOYR3/2 黄褐色土粒了'(¢ I~2mm)・黄褪色土プロック (¢3

~5mm) ・炭化物粒子(</>2~3mm)少罷

IOYR5/l 焼土粒子 ($1~2n19l） ・炭化物粒子 (¢ I~2mm) • 

黄褐色土プロック（小 2~3IIllll）少岳

ピット l.
6 褐灰色士 10YR6/l 炭化物粒子(¢ I~2mm)・焼士粒子(,Pl~2IUlll)微紙

7 にぶい黄褐色士 !OYR5/3 苗掲色土プロッ ク(,p2~5Ulll) 多品 炭化物粒子(¢

l~2mm) ・焼土粒子(<t,l~2mm)少紐

8 掲灰色土

ピット 2

9 褐灰色土

10 掲灰色士

ピット 3

l] 褐灰色土

!OYR5/! 

!OYR6/] 黄褐色土プロック(</>2~5皿）多昼 炭化物粒子(¢

l~2mm) ・焼土粒子(¢ I~2nlIn)少旦

IOYR6/l 黄掲色士プロ；；ク（</>2~5mm)少屈

IOYR4/l 焼士粒子(¢ I~2uun) ・炭化物粒子 (</,!~2皿） ． 

黄掲色上粒子(¢ I~2mm) 少桔炭化物プロック(¢

IO~15mm)微絨

第91図第351号住居跡
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第92図 第351号住居跡出土遺物

第352号住居跡（第93図）

M • N -34グリッドにかけて検出された。第16号

方形周溝墓、第368号住居跡、第729号溝跡と重複し

ていた。新旧関係は、第729号溝跡より古く、第368

号住居跡より新しかった。床面下からは第16号方形

周溝墓の西溝が検出されている。遺構確認面からの

深さが浅く、住居跡の残存はあまり良くなかった。

規模は、南北3.5m、東西3.2m、深さが0.08mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

53° -Eであった。

覆土は 1層で、自然堆積であった。

カマドは、住居跡南壁の南東コーナ一部で検出さ

れた。カマド袖は、作り付けの短いもので、あまり

熱を受けた様子がなかった。規模は、長さ95cm、幅

SR16 

SJ368 

II 
SJ352 

•B_II II~ 
Q／ • 

口゚
． B 17 Om B' 

冒 冒9/／／／／／／／ー／／／`

80cm、深さが 8cmで、燃焼部の掘り込みは確認でき

なかった。ただ、燃焼部の中央には支脚を据えるた

めのものと考えられる、径16cmの小ピットが検出さ

れた。煙道部は壁外に延びていたが、燃焼部との境

は明瞭ではなかった。覆土の最下層には、焼土ブロ

ックを含んだ灰層が確認できた。

壁溝、貯蔵穴などの施設は検出できなかった。

ピットは、住居跡の中央やや北寄りの位置で 1本

を検出した。Plの規模は47X25cmで、平面形態は楕

円形をしていた。形態や覆土の状態から柱穴である

可能性は低い。

遺物は、古墳時代後期の甕、模倣杯片などの土師

器片が少量出土しているが、図示できる遺物はなか

った。

可量ニ
C110m C' 
ー ヵマド＿ ．

言冒
D 110m D' 

冑
Pl 

E゚ 百C 

吋
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第352号住居跡
1 暗掲色士 !OYR3/3 黄褐色士粒子(,pl~2mm) ・黄褐色土

カマド

プロック (¢3~5mm ) ・ 炭化物粒子•(,f,
2~3mm) 少紺

2 掲色：t 10YR1/1 焼士プロック(</>2~5nnl）・炭化物粒子
(¢2~3mm) ・黄褐色土プロック（が 3
~5mm) 少埜

3 黒掲色士 IOYR3/2 焼士プロック（が 2~5皿）多屈炭化
物粒子 (¢2~3mm)少慎

4 黒褐色土 2. 5Y3/] 灰を主体に焼土ブロック (¢2~3皿1)
少紐

ピット 1
5 黒掲色J:: IOYR3/l 炭化焼土粒子 (¢2~5mm) ・黄褐色土

プロック(<I>2~5uun) 少茄
6 黒褐色土 ］OYR3/l 黄褐色土ブロック (¢2~5mm) 多腿

2m  
1,60 

第93図第352号住居跡
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第353号住居跡（第94図）

L • M-34グリッドにかけて検出された。第15号

方形周溝墓、第345号住居跡、第753号土坑、第762号

溝跡と重複していた。新旧関係は、第15号方形周溝

墓より新しく、第762号溝跡より古かった。第345号

住居跡とは南壁と西壁を全く同じくしていたことか

ら、本住居跡は第345号住居跡の拡張前のものであっ

た。

規模は、南北3.5m、東西2.5m以上、深さが0.10m

で、平面形態は正方形をしていたと思われる。主軸

方位は、 N-77°-Eであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。カマド

の東には、炭化物・灰を主体とする層が認められた。

カマドは、住居跡西壁の南寄りで検出された。拡

張後の第345号住居跡ではカマドが検出されていな

い。カマド袖は地山削り出しであった。燃焼部は、

東西68cm、南北38cmで、床面からの掘り込みは確認

できなかった。煙道部は壁外に短く延びており、長

さ43cm、幅26cm、深さが 8cmであった。覆土の 5層

は、天井部が崩落した層と考えられる。

壁溝は、住居跡のコーナ一部などで部分的に巡り、

幅13~24cm、深さが 2~7 cmであった。

ピットは南壁際で 1本のみが検出された。Plの規

模は45X3 cmで、平面形態は南北に長い楕円形をし

ていた。深さが浅いことから、柱穴とは考えられず、

性格については不明である。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いる。出土遺物は、第95図に示した。 1 • 2は、土

師器の模倣杯である。 3は、滑石製模造品である。

欠損部分が多いため、全体の形状が不明である。
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第353号住居跡

1 灰英掲色:l I OYR4/2 裟褐色土粒子（い～2mm) ・裟褐色土ブロック

(¢3~5nlru)多昼炭化物粒子(¢ 2~3rnrn)少枯

2 褐灰色土 10YR4/1 黄掲色土粒子(¢ 1~2InIn） ・黄褐色土プロック

(¢3~5mm) 少屈

3 黙掲色土 IOYR3/l 炭化物・灰を主体とする

4 にぶい黄褐色土 IOYR4/3 黄褐色七粒子(<f,l~2mrn） ・黄褐色士プロック

(</> 3~5InIn)多献炭化物粒子 (¢2~3mm)少位

カマド

5 オリープ苗色士 5Y6/3 地1.ll土を主体とし、焼土プロック(</>3~5mm) 

多納炭化物粒子 (<!,2~3mm) 少砿

6 黒褐色土 2. 5Y3/l 灰を主体 黄掲色士粒子(<f,l~2nlrn） ・焼土ブ

ロック(<f,2~3lrnn) 少屈

カマド

冒
ピット 1
7 暗褐色士 IOYR3/3 鼓褐色土粒子 (¢3~5mm)少菌

冒 2m 
1.a) 

第94図第353号住居跡
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第95図 第353号住居跡出土遺物

第354号住居跡 欠番

＜こコごp・・

第355号住居跡 （第96図）

N-34グリッドの第16号方形周溝墓の方台部内で

検出された。第346• 347 • 360 • 362 • 364 • 370号住

居跡と重複していた。第347号住居跡の床面下から検

出されたため、壁溝のみが確認できた。同じ軸方向

をもち、壁も共通する部分がみられたことから、本

住居跡は第347号住居跡の拡張前のものである可能性

が高い。重複する遺構との新旧関係は、不明な点が

多い。

規模は、南北3.0m、東西3.6mで、平面形態は東西

にやや長い方形をしていた。主軸方位は、 N-22° 

-wであった。

壁溝は、全周しており、幅15~30cm、深さが 7~ 

10cmであった。

カマド、ピットなどの施設は検出できなかった。

ただ、第347号住居跡のカマドの覆土には、 2面の

薄い灰層が確認されている。そのことから、拡張前

の本住居跡も、北壁の同じ位置にあるカマドを使用

していた可能性が考えられる。

遺物は、古墳時代後期の模倣坪、裔杯、甕などの

土師器片が少量出土しているが、図示できるものが

なかった。
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第355号住居跡
1 暗茶褐色士 10YR4/2 暗茶掲色のしまりある士主 体

黄褐色土プロック(<I>8~JO川Ill)斑に含む
炭化物 (5,mn角）微低 しまりあり
粘性なし

2m 
1:., 

第96図 第355号住居跡

-100-



第356号住居跡（第97図）

0 -33 • 34グリッドにかけて検出された。第340• 

361 • 367 • 390号住居跡、第706• 707 • 711号土坑、

第779号溝跡と重複していた。新旧関係は、第361号

住居跡より新しく、第340号住居跡、第706• 707 • 

711号土坑、第779号溝跡より古かった。

規模は、南北3.7m、東西3.6m、深さが0.04~0.09m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-14° -Wであった。

カマドは、北壁の中央で検出されたが、残りが悪

く、全体の形状は不明であった。僅かに床面が赤く

焼けた径約40cmの範囲を確認できたにとどまった。

壁溝は、南壁と西壁に部分的に巡っており、幅13

~19cm、深さが4cmであった。

ピットは 5本を検出した。配置だけでみるとp2. 

3 • 5が主柱穴の可能性が考えられるが、覆土が異

なるため詳細は不明である。各ピットの規模は、 Pl

ヵ勺29X42cm、P2カ勺26X22cm、P3カ吃6X20cm、P4カ5

37x 14cm、P5が43X37cmであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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第356月住居跡

1 暗灰色士
カマド

2 謀褐色土

3 暗茶褐色土

ピット 1
4 暗灰色土

5 黒褐色土

ピット 2・3

6 暗灰色：ヒ

ピット 4
7 灰オリープ色土 1. 5Y4/2 灰オリーブ色土主体 粘土プロック (¢ .15~20mm) 少贔 北側から 17CIn~臼邪に上器を含む 粘性ややあり

ピット 5
8 黒掲色上

9 黒褐色土

10 黒掲色士

ll 黒褐色土

12 黒褐色土

l3 焦掲色土

2. 5Y1/l 暗灰色のしまりある土 青灰色土プロソク($lmm) 多品 しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/l しまりある黒褐色土焼士粒子(,/)5~10mm) 中～多批 暗灰色士の灰陪下部に帯状に含む しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある上焼土粒子 (¢2~3mm) 少枯 しまりあり 粘性なし

2. 5Y4/l 暗灰色のしまりある土 青黄色土プロック(~ 10~15川m) 斑に含む焼土プロック(~ 5mm) 微昼 しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/l 黒褐色のしまりある土青黄色土プロック（い0~30mm) 多霰 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y4/] 暗灰色のしまりある土 肖黄灰色士粒子 (¢ InnI) 少贔 しまりあり 粘性ややあり

10¥'R3/2 黒掲色土主体 英灰色土粒子•(</, 5mm) ・焼上粒子（が 2~5IIInI) 少呆粘性ややあり

10¥'R2/2 黒褐色土主体 灰オリープ色士プロック(ct,10~20n皿） ・焼士プロ；；ク(ct,2~10mm) 少iit しまり ・粘性あり

l0¥'R3/l 阻褐色粘土粘性強い

10YR3/2 黒掲色上主体 妓灰色土粒子(</,2~10mm) ・焼上粒子(ct,2~5mm) ・炭化物粒子(</,2~5mm) 少最 粘性ややあり

!OYR3/2 黒掲色士主体 焼土粒子（¢ l~1Orum） ・炭化物プロック(</>5~10mlD) 少岳 しまり・粘性あり

!OYR3/ I 黒掲色士主体灰オリープ色土プロック(ct,15~20皿）少埜 しまり ・粘性あり

2m  
I •OO 

第97図第356号住居跡
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第357号住居跡
1 黒灰色土 2. 5Y3/1 黒灰色のしまりある土主体 焼土プロック (¢5~10

nun) 少誠炭化物粒子 (3mm)微姑 しまりあり
粘性なし

2 暗黒灰色上 2. 5Y3/l I屈より 談い黒灰色のしまりある土主体 焼土粒子
(¢5~8nIIll) 含む炭化物粒子 (¢3~5mm)・青褐灰

色七
粒子(cf>2~5mrru)少品屈の下の方に梨中して存在 し
まりあり 粘性ややあり
黒褐色のやや粘性のある土主体 焼土粒子(cf>2uun)・
宵褐灰色土粒子(¢5mm)・炭化物粒子(cf>2nllD) 少旦
／西の下の方に斑に存在 しまりあり 粘性ややあり

黄褐色士粒子(q,Imm)均等に少依 しまり ・粘性あり
黄掲色土粒子(¢ I~5IIlln）・炭化物粒子(¢ I~2mm) • 
焼土粒子（い～2uun)少浜 しまり ・粘性あり
1屈士屈中に焼士粒子(¢ l~!Orum)・焼土プロック
多景炭化物粒子(¢ l~5mm)少献 しまりあり 粘性
ややあり
炭化物及び灰を主体とする しまりなし

3 黒褐色士 2 5Y2/l 

カマド

4 黒褐色土 IOYR3/2 

5 暗褐色土 10YR3/3 

6 黒褐色士 IOYR3/2 

7 黒色土 JOYIU 7/J 

士坑 1
8 黒褐色士 5Y2/l 黒褐色（灰色がかった） 0）やや粘性のある土 青掲灰色

土プロソク(</>10~30mm) ・焼土粒子(</>5mm)少拭
しまりあり 粘性ややあり

9 祟灰色土 2. 5Y2/l 謀灰色の灰主体 焼士粒子（が2~5nnI) .'r'1科褐灰色土プ
ロック(</>JO~20mm) 少批 しまり ・粘性ややあり

士坑 2
10 黒褐色土 IOYR3/] 黄褐色土粒子 (¢1~5皿）・焼土粒子(¢ IIIllll)・炭化物

粒子 (¢1IIInI)徴越 しまり ・粘性あり
11 黒褐色土 2. 5Y3/l 黄褐色士粒子は 1~lOIIlln)多品 しまり ・粘性あり
12 黄灰色士 2. 5Y4/l 貸褐色土をプロック状に均等に含む しまり・粘性あり
13 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色の粘性のややある土 ↑f褐灰色土プロック(</>5 

~10暉）中～多舟焼土プロック(</>5~8mm)陪上部に
斑に含む累灰色の灰少旅 しまりあり 粘性ややあり

土坑 3

14 黙色土 l0YR2/l 黙灰色の灰層 焼士プロック(¢ 5~10mm)微品 しまり ・
粘性なし

15 苗褐灰色士 2.5Y4/2 英褐灰色の粘性のややある土 黒灰色の灰少拭 しまり
あり 粘性弱い

第98図 第357号住居跡

第357号住居跡 （第98図）

N • 0 -35グリッドの谷の落ち際で検出された

ため、平面プランを確認することが難しかった。第

17号方形周溝墓、第389号住居跡、 第768号溝跡と重

複していた。第17号方形周溝墓、第768号溝跡は、床

面下から検出されたことから、本遺構の方が新しい

ことがわかった。北西部で重複する第389号住居跡と

の新旧関係は不明である。
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確認できた規模は、南北3.4m、東西3.7m、深さが

0.13mで、平面形態は不明であった。主軸方位は、

N-86° -Wであった。

カマドは、住居跡の東壁で検出された。覆土の最

下層で灰層が検出されたことから、カマドと判断し

た。残りが悪く、全体の形状は不明である。東西llO

cm、南北55cm、深さが13cmであった。

住居跡内からは浅い掘り込みの土坑が 3基検出さ

れた。土坑 1は、長軸95cm、短軸85cm、深さが 9cm 

で、平面形態は楕円形をしていた。覆土下層には、

黒灰色の灰を主体とした層が確認された。土坑 2は、

長軸ll7cm、短軸78cm、深さがllcmで、平面形態は楕

円形をしていた。土坑 3は、長軸100cm、短軸40cm、

深さが9cmで、平面形態は不整形をしていた。

土坑 2• 3には黒灰色の灰が少量堆積していた。 3

基全てに灰が含まれる共通性が認められるが、平面

形態が異なり、性格については不明である。本遺構

に伴う遺構であるかも疑問は残る。

壁溝、ピットなどのカマド以外の施設は検出でき

なかった。

遺物は、北壁際で平安時代の須恵器片などが少量

出土している。 1~3は、須恵器の高台付塊である。

1は、内外面ともにロクロ目が不明瞭である。4は、

土坑 1から出土した高台付壺の底部片である。 1~

4の4点とも、胎土に黒色粒子を含む。 5は、土師

器の杯である。 6は、土坑 2から出土した管玉であ

る。本住居跡に伴う遺物ではなく、混入品である可

能性が高い。
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第99図 第357号住居跡出土遺物

第358号住居跡 （第100閲）

M • N-33グリッドにかけて検出された。第16号

方形周溝墓北溝、第344• 350 • 351 • 359号住居跡、

第729号溝跡、第712• 738号土坑と重複していた。新

旧関係は、第16号方形周溝墓、第344号住居跡より新

しく、第350• 351 • 359号住居跡、第729号溝跡、第

712号土坑より古かった。

規模は、南北5.6m、東西4.5m、深さが0.01~0.03m

で、平面形態は南北に長い長方形をしていた。主軸

方位は、 N-21° -Wであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。カマド

の西では、炭化物を主体とする層が認められた。

カマドは、北壁にやや東寄りで検出された。規模

は、長さ57cm、幅52cm、深さが 3cmであった。カマ

ドの袖は確認することができなかった。

壁溝は、東西の壁で部分的に巡り、幅12~18cm、

深さが3~8 cmであった。

ピットは 7本を検出した。ピットの配置から、 Pl

~4が主柱穴の可能性が高い。P2のみ柱材の痕跡を

確認することができた。規模は、 Plが52x 52cm、P

2カ143x 50cm、P3カ161x 59cm、P4カゞ64X35cm、P5 

が23X24cm、P6が45X 31cm、P7が41x 34cmであっ

た。

遺物は、南壁寄りで第101図4• 5の有孔円板が2

点出土している。他に、古墳時代後期の土師器杯、

甕片が少量出土した。
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第358号住居跡
1 灰黄掲色土 IOYR1/2 焼土 ・炭化物粒子 (¢I~2mm) 少埜 黄褐色土プロック(ct,2~3mm) 少砥 0 2m  
2 灰黄褐色土 IOYR5/2 焼士 ・炭化物粒子 (¢2~3mm)少巌 黄褐色土プロック (¢2~5mm) 少盈 I I I 1•60 
3 灰数褐色士 10YR5/2 黄褐色土プロックは 2~l0mnI) 多拭 焼士 ・炭化物粒子 (</,l~2mm) 少漿
4 黒褐色士 lOYR3/J 炭化物屈 焼土粒子•(</> l~3mm) 少品黄褐色土プロック (¢2~5mm)微拭
カマド

5 褐灰色土 l0YR4/I 焼．七粒子(<f>l~2mm) 多批 炭化物粒子 (¢1~2mm) ・黄褐色士粒子(ct,l~2mn,) 少屈
6 黒色土 10YR2/ l 灰層 焼土粒子(,t,l~2mm) 多昼
ピット 1

7 褐灰色士 10¥'R5/1 黄褐色土プロック (¢3~5mm) 多且 焼士粒子 (¢2~5mm) ・炭化粒子 (¢2~5mm)少拭
8 灰黄褐色± JOYR6/2 箕褐色土粒子（い～2mm) ・黄掲色土ブロック(ct,3~5mm) 多基
ピット 2

9 にぶい黄橙色土 JOYH6/3 鼓褐色土プロック(</,5mm) 多款 焼土粒子(ct,2~3mm) ・炭化物粒子(ct,2~3mm) 少執
IO 褐灰色土 !OYR5/! 黄褐色士プロック(<!>2~5mu,) 多誠 焼土粒子 (<!,2~3mm)少品
ll 褐灰色土 lOYR4/l 黄褐色土プロック(</>2~3mm) 少紐
ピット 3

l2 掲灰色士 !OYR4/l 黄褐色上プロック(ct,2~10mm)多且・ 焼士粒子(¢ l~2mm）・焼土プロック(¢ 3~5田In）・炭化物粒子(</,j~2mm)・炭化物プロック(<!>3~5mm)少批
j3 褐灰色土 ］0＼'R4/1 焼土粒子(¢ l~2uu） ・焼土プロック (¢3~5田m) ・炭化物粒子(¢ 1~2mm) ・炭化物ブロンク(<!>3~5mm)少怪
ピット 4

14 褐灰色土 loyR4/l 黄褐色：t：プロック (¢2~10mm)多屈 焼土粒子(¢ l~2ruru)・焼土プロック(¢ 3~5rum）・炭化物粒子(¢ l~2mm)・炭化物プロック(¢ 3~5mm)少虻
ピット 5

l5 褐灰色士 !OYR5/1 焼土粒子（い～2mru) ・黄褐色土プロック (¢2~3InIn)少址
ピット 6

16 褐灰色土 10YR4/l 焼土粒子（が 2~3IIlilI） ・炭化物粒子(ct,2~3UIID）少呈
17 にぶい致橙色士 10YR6/3 黄褐色士プロック(<!>2~5ruru) 多枇 焼土ブロック (¢2~3mm) 少屈
ヒ°ット 7

l8 灰披掲色士 10YR5/2 焼土粒子(¢ I~2mm) ・炭化物粒子 (¢1~2rum)焼士プロック(<!>3~5mm) ・披掲色士ブロック (¢3~5mm) 少星
19 黒掲色十． !OYR3/l 焼土プロック (¢2~5mm) ・炭化物プロック (¢2~5mm) ・黄褐色士プロック (¢2~5mm)少歓

第100図 第358号住居跡
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B 169m 
ー ヵマド

言言
第359号住居跡

1 灰黄褐色土

灰黄褐色七

褐灰色土

ピット 1
6 黒褐色．七
7 黒褐色上

8 掲灰色土

黒褐色土

B' 

IOYR4/2 黄褐色土プロック (¢2~3rnrn)

微星
!OYR4/2 炭化物 ・焼土粒子 (¢ .I~2Inn) 

少品痰褐色土プロック (¢2

~3mm)少最

カマド
3 にぶい黄褐色士 IOYR6/4 英褐色士プロック(<I>2~5ruru) • 

焼土プロック (¢2~5mru)・炭化

物プロ ック(¢2~5rum)多苗

にぶい黄掲色士 JOYR6/4 焼土プロック (¢2~5mm)・炭

化物プロック (¢2~5田Ill)多執

黄褐色士ブロック(,,2~5mm) 

少足
IOYR4/ I 焼土プロック (¢2~5llllll）・炭化

物ブロック (¢2~5nun) 多拭

4
 

10YR3/2 

10YR2/3 

10YR1/l 

C 169m 

Pl 

c' 

焼土 ・炭化物少品 しまりあり

焼土少摂粘性ややあり

ロームプロック多品

しまりあり

I OYR2/2 粘性ややあり

2m 
l.60 

第359号住居跡

第359号住居跡 （第102図）

M • N-33 • 34グリッドにかけて検出された。第

16号方形周溝墓、第344• 350 • 358号住居跡、第53号

掘立柱建物跡と重複していた。新旧関係は、第350号

住居跡、第53号掘立柱建物跡より古く、第16号方形

周溝墓、第344• 358号住居跡より新しかった。

規模は、南北4.lm、東西3.8m、深さが0.10mで、

平面形態は方形をしていた。主軸方位は、

-Wであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

N -22° 

カマドは、南壁の西寄りで検出された。袖は確認

できなかった。煙道部は壁外に細く延び、長さ67cm、

幅28cm、深さが 5cmであった。

O
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第103図
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第360号住居跡
l 巣褐色土 IOYR3/2 茶褐色のしまりある士 黄褐色士プロック（が 5~20Inu)

含む灰色シルト (¢20~30呻）少～中誠焼士プロック
は5mm) 少敬 しまりあり 粘性なし

2 掲灰色士 10YR4/l 茶色ががった暗灰色士．40% 焼士プロック (¢3~30mm)
多菌 白っぽい灰斑に含む しまりあり 粘性なし

3 茶褐色土 !OYR4/2 茶褐色のしまりある土 黄褐色士プロック（が 20~50nun)
斑に含む（l腔より多い）しまりあり 粘性弱い

4 黒椙色士 IOYR3/2 暗茶褐色の粘性のある土 (l•2屈より少し暗い） 黄掲色
士粒子(<J>lrum) 少位 しまりあり 粘性ややあり

5 照褐色土 IOYR3/l 黙褐色のしまりある：l・： 黄褐色士粒子(,pl,皿）少砧しま
りあり 粘性ややあり

カマド

6 暗褐灰色士 10YR4/2 暗褐灰色のしまりある士 灰色シルト含む 焼土粒子(¢
2lllln) 少拭 貸掲色士プロック(</>10mm) 微且しまりあり
粘性なし

7 掲灰色土 IOYR4/l 暗灰色土30% 焼土プロック(</>5~2Oruru) 多菌灰色の
灰中～多訊炭化物プロック(</>5mm) 少屈しまり ・粘
性なし

8 巣褐色」•. : 10YR3/I 灰色の灰中～多菌 焼土プロック(</>5~201nu1) 斑に含む
黒褐色のややしまりのある士少品 しまりややあり 粘
性なし

9 茶褐色土 lOYR4/2 茶褐色にしまりある土 暗灰色の灰少巌焼土粒子•(¢2
mm) 微仕 しまりあり 粘性なし※ 7倍に対応

10 暗褐灰色士 10YR4/2 暗褐灰色のしまりある士 暗灰色の灰多品焼土粒子（¢
2mm) 少品 しまりあり 粘性なし ※7府に対応

ll 黒褐色士 I OYR3/2 暗茶褐色のしまりある土 暗灰色の灰少枯黄掲色士粒
子 (<!>2皿）少散 しまりあり 粘性なし

12 県掲色．:.I: 10YR3/] 黒褐色のしまりのややある士 暗灰色の灰多韮 しまり
ややあり 粘性なし ※8屈に対応

l3 黒褐色土 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある土 披褐色土プロック（が 5~10,run)
少拡焼土(</>2~30llllD) 微誠 しまりあり 粘性なし

14 暗灰tれ色士 2. 5Y4/2 暗洪褐色土主体の土 しまりあり 粘性弱い

貯蔵穴

15 にぶい英褐色士 10¥'R5/3 にぶい装褐色の土を主体 浅貨橙色土プロック(<I>5 
~30IIIn） ・炭化物 ・褐灰色粘土プロック(<b10mm) 
少址焼土粒子 (¢2~l0皿）微品 しまりあり 粘
性なし

16 掲灰色士 IOYR6/l 焼士粒子 (¢2~10mm) ・炭化物粒子 (</>l~2Ollllll)
中～多旦 しまり弱い粘性ややあり

1.7 にぶい黄褪色土 !OYRS/4 Iこぶい黄褐色士主体 焼士プロック (</,I~15n1Il1)少～
中祉掲灰色粘土少は しまりあり 粘性ややあり

18 褐灰色士 IOYR5/l 褐灰色の土を土体 炭化物プロック(,:,5~10mm)微拡
浅黄橙色士プロック(</>5~10mm) 微拮 しまり弱い
粘性あり

19 褐灰色土 IOYR4/! 掲灰色の士を主体 焼士プロック（が 5~10mm) 微呈
しまり弱い粘性あり

ピット 1~ 4 
20 黒褐色土 !OYR3/2 暗茶掲色のしまりある土 暗灰色の灰帯状に含む

焼土プロック(<t>10皿）少～中拭 しまりあり 粘
性なし

2] 黒褐色土 ］OYR3/] 黒褐色のしまりある士 焼土プロック(<J,10~20mm) 
中～多菌屑上部に斑 しまりあり 粘性なし

22 掲灰色士 IOYR4/] 茶色がかった暗灰色のしまりあるj： 焼土プロック
(¢5~20Inul) 斑に含む しまりあり 粘性なし

23 褐灰色」．： ］OYR4/I 茶色がかった暗灰色のしまりある土 披褐色土粒子
(¢2~5mm) 斑に含む炭化物 (15mm角）微屈 しま
りあり 粘性ややあり

23'23届と同じで炭化物含ます
24 黒掲色土 I OYR3/ I 黙掲色のしまりある士 茫i灰色土粒子 (¢IIn川）少址

しまりあり 粘性強い
25 灰色士 N4/] 粘性の強い灰色粘土 黄褐色士粒子 (</>5瓢）少駄

しまり弱い粘性強い

第104図第360号住居跡
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壁溝は、南西コーナ一部で検出され、他の範囲は

不明であった。幅 9~20cm、深さ 5~7  cmであった。

ピットは 1本を検出した。Plは46X34cmで、士層

断面に柱材の痕跡を確認することができた。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いる。第103図2は、滑石製の有孔円板である。

第360号住居跡（第104図）

N • 0 -33 • 34グリッドにかけて検出された。第

16号方形周溝墓、第347• 364 • 390号住居跡、第

708 • 735号土坑と重複していた。新旧関係は、第16

号方形周溝墓、第364号住居跡より新しく、第347号

住居跡、第708• 735号土坑より古かった。南東部で

重複していた第390号住居跡との新旧関係は不明であ

る。

規模は、南北4.lm、東西3.9m、深さが0.19~0.26m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-7° -Eであった。

カマドは、住居跡南壁の中央部で検出された。カ

マド袖は短く、暗茶褐色のしまりある土で構築され

ていた。燃焼部は、南北121cm、東西88cm、深さが15

cmで、焚き口部分に半円形の大きな掘り込みをもっ

ていた。壁外に延びる煙道部は検出できなかった。

壁溝は、南西コーナ一部を除いてほぼ全周し、幅

14~25cm、深さが 3~ 7  cmであった。

貯蔵穴は、南東コーナ一部で検出された。長軸61

cm、短軸59cm、深さが43cmで、平面形態は円形をし

ていた。

ピットは 4本を検出した。P1 • 2は、配置から主

柱穴の可能性が考えられる。P4の土層断面では、柱

材の痕跡を確認することができた。各ピットの規模

は、 Plが36X32cm、P2が31X43cm、P3が34X19cm、

P4が22X23cmで、平面形態は円形をしていた。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第105図1 • 4はカマド内から出土している。 4は土

師器甕で、底面に木葉痕が残る。

＼ 三

← 万
10cm 

l :4 

第105図 第360号住居跡出土遺物

第361号住居跡 （第107図）

0-34グリッドで検出された。第17号方形周溝墓、

第340• 356 • 390号住居跡、第717号土坑、第766号溝

跡と重複していた。新旧関係は、第17号方形周溝墓

より新しく、第340• 356号住居跡、第717号土坑、第

766号溝跡より古かった。

規模は、南北4.8m、東西3.4m以上、深さが0.09m

で、平面形態は方形をしていたと思われる。主軸方

位は、 N-2 ° -Wであった。

カマド、壁溝は検出できなかった。

ピットは西壁寄りで 2本を検出した。P2の土層断

面には、柱材の痕跡を検出した。規模は、 Plが25X

15cm、P2が25X24cmであった。

出土遺物は、第106図に示した。 1は、ほぼ完形の

北武蔵型の土師器杯である。 3は、土師器甕の底部

で、底面に木葉痕が認められる。

ー、口 □□2

10cm 
1:4 

第106図 第361号住居跡出土遺物
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第361号住居跡
1 灰色上

2 灰屈
3 黒掲色上

4 果褐色士

5 黒褐色士

6 黒褐色土

ピット 1
7 褐灰色士

ピット 2

2. 5Y•l / 1 灰色のあまりしまりのないt 灰色
の灰斑に含む 焼土粒子(¢3~10mm)

少～中は しまり ・粘性なし

2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある士 焼土プロック
Q5Inrn）・存灰色士粒子（り lEIm)少舷
炭化物粒子(¢3IIInl)微紐 しまりあり
粘性なし

2. 5Y3/ I 黒掲色のしまりある土 焼土粒子 (2

~IOru叫含 む 肖位色七粒子（¢ llum) 

・炭化物粒子 (¢3mm) 微菰 しまり

あり 粘性なし
2. 5Y3/2 青灰色士ブロソク(¢ 10~30111111) 斑

に含む しまりあり 粘性なし
2. 5Y3/I 冑灰色士プロック（が 20~50nun)多紋

しまりあり 粘性ややあり

10YR4/l 暗灰色のしまりある土 黄掲色土プロ
ック(</>10~30uru1) 少埜 しまりあり
粘性ややあり

べ ／＼口
8 暗灰色士 2. 5Y4/l 暗灰色のしまりある士 寄灰色土粒子

ID 

(¢ 5n皿）斑に含む 炭化物粒子 ・焼上
粒子 (¢2mm)微誠 しまりあり 粘性

なし
9 黒褐色士 2. 5Y3/l 8屈より暗い黒褐色の粘性ある土

しまりややあり 粘性強い
A' A 16 9m 

1 2 

鱈
10 灰オリーブ色上 5Y4/2 宵灰色上主体灰色土少凪 しまり

あり 粘性なし

4 5 3 
11 暗灰色土 2.5Y4/l 暗灰色のしまりある上 暗灰色土粒子

冒］
(¢ 5mm) 少品 しまりあり 粘性弱い

]2 ll屈とほぽ同じで青灰色土粒子が11層より少し多い

第107図第361号住居跡

第362号住居跡
1 灰黄褐色土 IOYR4/2 暗褐灰色のしまりある士 黄褐色土ブロック(<t>10mm) 斑に含む焼士粒子 （が 2mm)微菌 しまりあり 粘性なし
ピット 1
2 灰色土 !OYR4/l 灰色のしまりある土 黄褐色土プロック (~20~30mm) 多品 しまりあり 粘性ややあり

ピット 2 • 3 • 5 

3 黒褐色土 IOYR3/l 黒掲色の粘性のややある土主体 黄褐色土粒子 （が 2~5mm) 多植 しまりあり 粘性ややあり
ピット 4

4 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色のしまりある土主体 黄褐色土粒子 (¢2~5mm) しまりあり 粘性ややあり
ピット 6
5 褐灰色土 IOYR4/l 暗灰色のしまりある土装褐灰色土ブロック (¢5~15mm) 斑に含む しまりあり 粘性なし
6 褐灰色士 IOYR4/l 5恩より濃い暗灰色士で粘性のややある士 しまりあり 粘性ややあり
ピット 7

7 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色上ブロック (¢5~15mm) 少鈷

第370号住居跡
8 褐灰色士 !OYR4/l 暗灰色のしまりある士黄褐色士プロック(¢ 10mm) 少凪焼士粒子(<t>3mm) 微 呈炭化 物 (10mm長）微量 しまりあり 粘性なし
9 暗灰色土 !OYR4/l 暗灰色のしまりある土 焼土粒子 (¢3~10mm) ・黄褐色土プロック (¢5~10mm) 含む 炭化物粒子 (¢3mDI)少拭 暗灰色の灰微呈

しまりあり 粘性なし
10 茶褐灰色土 10YR4/2 茶褐灰色のしまりある土 黄褐色土粒子 （が 5~20mm)斑に含む しまりあり 粘性なし
10' 黒褐色士 IOYR3/2 黒褐色に近い暗茶褐色のしまりある士 10陪に同じ ローム粒子(<t>3mm) しまりあり 粘性なし
11 褐灰色士 !OYR5/l 暗灰色の粘性のややある士灰色土粒子 (¢llum)少批 しまりあり 粘性弱い
12 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色のしまりある土灰色土粒子(¢ 3mm) ・ 黄掲色土粒子 (~3~10mm) 少鼠 しまりあり 粘性なし
貯蔵穴
13 黒褐色土 !OYR3/2 暗茶褐色のしまりある土炭化物（長 ：10mmX3mm棒状）陪下部に含む 黄掲色士粒子(¢ l~5皿）斑に含む しまりあり 粘性なし
14 茶褐色土 10YR4/2 13層より明るい暗茶褐色で粘性のややある土灰色シルト少輩 焼土粒子(,f,2~10mm) 少拭黄掲色土粒子 (,f,5mm) 中～多址

灰色土層下部に帯状に少呈 しまりあり 粘性ややあり
15 黄褐色士 !OYR4/3 黄褐色のシルト質士 暗茶褐色の粘性のややある (50％ずつ）焼土プロ；；ク(,f,5~10mm) 少量 しまりややあり 粘性弱い
16 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色の粘質土灰色シルト多品焼土ブロック(,f,10mm)微絨 しまりなし粘性強い
土坑 1
17 暗灰色土 2. 5Y4/l 暗灰色のしまりある土灰色土粒子(<t>1mm) 少～中堡灰色土ブロック(<t>10~50mm) 微堡酸化鉄少菌 しまりあり 粘性なし
18 暗灰色士 2. 5Y4/l 暗灰色の粘性のややある土灰色士粒子 (¢3~5mm) 少～中最 炭化物 (10mm長）層下部に帯状に少呈焼土粒子 (¢3IIllil)微堡

しまりあり 粘性弱い
19 暗灰色土 2. 5Y4/l 18屑よりも明るめの暗灰色土でやや粘性のある土 黄褐色土ブロック(,f,10mm)中～多菌灰色粘質土斑に含む しまりあり

粘性ややあり (18層より強）
ピット 1 • 2 
20 黒褐色土 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある土灰色土粒子 (,f,2mm) 少址 しまりあり 粘性なし
21 黒褐色土 !OYR3/2 暗茶褐色のしまりある上 黄褐色土粒子（が 2~5mm) 斑に含む炭化物粒子(q,3mm)層下部にまとまって少品 しまりあり 粘性なし
22 褐灰色土 1 OYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色上ブロック (¢5~10mm)多甚 しまりあり 粘性弱い
23 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色粘土灰色土粒子（が 2mm) 少星 しまり弱い粘性あり

第108図第362• 370号住居跡（1)
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第109図 第362• 370号住居跡（2)
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第362号住居跡（第108• 109図）

N-34グリッドで検出された。第16号方形周溝墓、

第346• 347 • 355 • 364 • 370号住居跡、第713• 714号

土坑と重複していた。新旧関係は、第16号方形周溝

墓、第364• 370号住居跡より新しく、第346• 347号

住居跡、第713号土坑より古かった。第355号住居跡、

第714号土坑との関係は不明である。

規模は、南北4.5m、東西4.7m、深さが0.03~0.05m

で、平面形態はほぽ正方形をしていた。主軸方位は、

N-25° -Wであった。

覆土は、 1層からなる自然堆積であった。

カマド、貯蔵穴は検出できなかった。

壁溝は、遺構の残りが良かった北壁と東壁で巡っ

ており、その他の範囲は不明であった。幅13~21cm、

深さは 5~9  cmであった。

ピットは 7本を検出した。何れのピットも形状が

まちまちであり、深さも浅く、性格については不明

である。各ピットの規模は、 Plが52X25cm、P2が

24 x 24cm、P3カ勺58X 13cm、P4カゞ29x 15cm、P5カS

25 x 15cm、P6が28X15cm、P7が24X39cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いる。第110図 1 • 2は模倣杯、 3は甕、 4 • 5は甑

である。 6は、ほぼ完形の滑石製の臼玉である。

芦／

／

パt
 

ヽ

｀ ：
 
三

10cm 
1,, 

0 2cm 
l | 1 1 : I 

第110図 第362号住居跡出土遺物

第363号住居跡（第111• 112図）

K • L -34グリッドにかけて検出された。第674• 

745 • 748 • 753号溝跡、第741号土坑と重複していた。

新旧関係は、第674• 745 • 753号溝跡、第741号土坑

より古く、第748号溝跡より新しかった。

規模は、南北5.5m、東西5.5m、深さが0.22mで、

平面形態は整った正方形をしていた。主軸方位は、

N-85° -Eであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

カマドは、住居跡東壁のやや南寄りで検出された。

カマド袖は短く、作り付けであった。燃焼部は、東

西78cm、南北45cm、深さが 3cmで、浅い楕円形の掘

り込みをしていた。掘り込みの立ち上がり部からは、

口縁部を下に向けた状態の高杯が出土しており、支

脚に転用されたものと考えられる。壁外に延びる煙

道部は検出できなかった。カマド前面の焚き口部分

に当たる床面には、赤く被熱した範囲を確認できた。

底面にば焼土ブロ ックを多量に含んだ薄い灰層が堆

積していた。

壁溝は、後世の溝で壊された範囲を除き、ほぽ全

周していた。規模は幅 7~21cm、深さが 5~9  cmで、

全体的に幅狭であった。

貯蔵穴は、カマド左袖脇で検出された。規模は、

長軸70cm、短軸48cm、深さが39cmで、平面形態は

東西に長い楕円形をしていた。覆土上層の 6層には、

カマドから流れ込んだ灰が多量に堆積していた。ま

た、同じ層から完形の甕など多量の土師器片が出土

している。

ピットは 4本を検出した。配置からP1 • 2の2本

は主柱穴の可能性が高い。北側の 2本は、中世の溝

跡に壊されていたため検出できなかった。各柱穴の

規模は、 Plが50x 78cm、P2が52x 44cmで、土層断

-llO-



面には柱材の痕跡を確認できなかった。P3 • 4は、

住居跡の南東隅で検出され、土器がそれぞれ出土し

た。P3内からは、ほぼ完形の甕が潰れた状態で、P

4内からは、小型の甕と甑がセットになった状態で

出土している。規模は、 P3が43x 32cm、P4が35X

7 cmであった。

遺物は、カマド周辺と南西コーナー付近から土師

器の甕などがまとまって出土している。

第113図1~5は、土師器の高坪である。 1は、胎

土に白色針状物質を含み、 内外面に赤彩が施される。
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第363号住居跡
1 暗掲色土 l0YR3/3 

2 黒褐色土 10YR3/2 

p3 

ロ
英梃色土粒子（い～2mm) ・黄褐色土プロック (¢3~51mn) 多俵

黄褐色士粒粒子(¢ I~2llllil） ・貨褐色士プロック (¢3~5mm)・炭化物

粒子(¢ I~3mm)少品

カマド
3 褐灰色土 10YR5/l 黄褐色士プロック (¢3~10lum) 多茄 焼土ブロック(<I>3~5mm) 

・炭化物粒子 (¢2~3mm) 少数

累掲色土 ］OYR3/2 黄褐色土プロック(¢ 3~5暉） ・焼七粒＋（い～2皿） ・炭化物粒子・

(¢2~3rnill）少韮

灰を主体焼士ブロック (¢2~3ruru) 多巌

4
 
5 灰色土
貯蔵穴
6 黒褐色土 ］OYR3/1 灰・鉄分多祉黄褐色土プロ；；ク (¢3~l01D1n)少拡

7 暗褐色士 IOYR3/3 鉄分 ・黄褐色土プロック (¢3~5mm)多拭

ピット］ ・2
8 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色士粒子(¢ I~2mn1) ・黄褐色土プロック (¢3~10mm) 多批

9 黒掲色上 IOYl12/2 拭褐色土粒子(¢ I~2,un]) ・黄掲色土プロック (¢3~5mm)・炭化物

粒-f- (¢ 2~5mm) 少歴

JO 黒褐色士 2. 5Y3/l 貨掲色土プロック (¢3~5mm)少枇

N4/0 

2m  
＇ 1:., 

第111図 第363号住居跡
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